


2005 年より「もて耐」7 時間決勝レース第 7 位の副賞として、翌年の大会特別規則書表
紙を飾る権利を贈らせていただいております。

本年の表紙を飾っていただきましたのは、以下のチームの方々となります。（敬称略）

《2016 もて耐 7 位》

ゼッケン	 ： 63　
チーム名	 ： DOG FIGHT RACING
出場ライダー	： 武佐英典 ・ 折川翔馬 ・ 塩川正二郎
出場クラス	 ： ＷＴクラス
マシン	 ： YAMAHA YZF-R25
※ 2 年連続おめでとうございます。
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2017 もてぎオープン11時間耐久ロードレース
2017 MOTEGI OPEN 11 hours ENDURANCE RACE
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公　　示

株式会杜モビリティランドは 2017 年 8 月 25-27 日 ､ 栃木県茂木町のツインリンクもてぎにお
いて「2017 もてぎオープン 11 時間耐久ロードレース“もて耐”」を開催する。本大会は一般財団
法人日本モーターサイクルスポーツ協会（MFJ）承認のもとに国際スポーツ憲章・FIM 競技規則
に基づいた 2017MFJ 国内競技規則ならびに本競技会大会特別規則に基づいて開催される ｡

大会主旨

　ツインリンクもてぎは、モーターサイクルスポーツファンの皆様に、気軽に、ご家族お友達と共
にレースをお楽しみいただきたいとの願いを込め、ライダーならびにチームクルーとして大勢でご
参加いただけるモーターサイクルレースの祭典を目指して 1998 年より本大会を開催し、本年で
第 20 回大会を迎えることとなりました。
　
　本年は、「第 20 回記念大会」として、今までにないより魅力的な大会として皆様にご支持いた
だけるよう、新たな取り組みにチャレンジ致しております。より一層多くの皆様に新たにご参加い
ただき、ロードレースの楽しさ・耐久レースの醍醐味をご体験いただければと存じます。

　今大会の決勝レースは、国内最長時間の 2 輪ロードレースとして、24.5 時間をかけて 11 時間
のレースを戦っていただきます。（土曜日 14 時 30 分スタート、途中休憩を挟み、翌日の15 時
00 分チェッカー予定）

2017“もて耐”大会組織委員会

2017 年 主な規則変更点

2017 年 もて耐の流れ

１：	 決勝レースを 11 時間レースと致します。（土曜日午後スタート～日曜日午後チェッカー）
2：	 予選方法を大幅に変更し、予選レースを行います。（3 時間レース）
3：	 上記の変更に伴い、予選レース日と決勝レース日は別日程となります。
4：	 ライダーの参加資格を大幅に見直しました。
5：	 新しくもて耐独自のライセンス制度を制定いたしました。
6：	 代表者になるためのライセンス「チーフクルーライセンス」制度を導入いたします。
7：	18 歳以下のライダーのエアバック装着を義務化いたしました。
その他詳細は、本文にてご確認ください。

【7 月 8・9 日】
タイムアタック予選 ⇒ 3 時間耐久予選レースグリッド決定 ⇒ 3 時間耐久予選レース
⇒ 11 時間耐久決勝レース進出者決定

【8 月 26・27 日】
グリッド予選 ⇒ 11 時間耐久決勝レースグリッド決定 ⇒ 11 時間耐久決勝レース
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第 1 章　総　　則

第 1 条	 競技会の名称・格式
2017 もてぎオープン 11 時間耐久ロードレース“もて耐”第 20 回記念大会
承認競技会

第 2 条	 主催者
●	株式会社モビリティランド
	 〒 321-3597 栃木県芳賀郡茂木町桧山 120-1
	 TEL. 0285-64-0200 FAX. 0285-64-0209
●	エム･オー ･スポーツクラブ（M.O.S.C.）
	 〒 321-3597 栃木県芳賀郡茂木町桧山 120-1
	 TEL. 0285-64-0202 FAX. 0285-64-0209

第 3 条	 大会会長
大会会長	 山下　晋

第 4 条	 大会組織委員会
組織委員長	 斎藤　英輝
組織委員	 笹井　秀則
　 〃	 宮澤　謙作

第 5 条	 大会審査委員会
大会公式プログラムにて公示する。

第 6 条	 大会競技執行役員
大会公式プログラムにて公示する。

第 7 条	 開催日程
【公式予選】 2017 年	7 月	 7	日	（金） 参加受付 ・ 公式車検・特別スポーツ走行
		  7 月	 8	日	（土） タイムアタック予選 ・ 3 時間予選レース
		  7 月	 9	日	（日） 3 時間予選レース （最大 2 レース）
【決勝レース】	 8 月	25	日	（金） 参加受付 ・ 公式車検・特別スポーツ走行
		  8 月	26	日	（土） グリッド予選 ・ 11 時間決勝レース
		  8 月	27	日	（日） ～ 11 時間決勝レース
＜公開練習＞
第 1回　4 月	12 日	（水）
第 2 回　5 月	12 日	（金）
第 3 回　6 月	 3 日	（土）
その他の詳細なスケジュールについては、公式通知に示す｡
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第 8 条	 開催場所
8-1 	開催場所	： ツインリンクもてぎ
			   栃木県芳賀郡茂木町桧山 120-1
8-2 	コース	 ： ツインリンクもてぎロードコース
			   （1 周　4.8013km）

第 9 条	 競技種目
モーターサイクルによる耐久レース

第 10 条	参加申し込み
	 参加代表者（第 11 条参照）が、指定された方式に従い参加申込をしなければならない。
	 【参加申し込み時に必要な情報】
　		  　参加代表者の情報
　		  　登録する全てのライダーの情報
10-1	参加申込受付期間 ・ 受付時間
	 　2017 年 5 月1日（月）〜 5 月 31日（水）〈必着〉
	 　※参加申込受付期間内であっても、定員に達した時点で受付期間を終了する。	
10-2	参加申し込み方法

(1) 	原則 WEB エントリーのみとする
・手数料は必要ございません。
・ツインリンクもてぎホームページからアクセス可能です。
・WEB エントリーに関するお問い合わせは
　ツインリンクもてぎモータースポーツ課　Tel.0285-64-0200

(2) 	特別に大会事務局が認めた場合に限り、直接持参・現金書留送付によりエントリーがで
きる。ただし、希望ゼッケン・ピット希望等の申請は受け付けない。また、先着順の順
序に関しては WEB エントリーによるエントリーが優先される。

10-3 	お問い合わせ先
	 　〒 321-3597 栃木県芳賀郡茂木町桧山 120-1
	 　TEL 0285-64-0200 FAX 0285-64-0209
	 　ツインリンクもてぎモータースポーツ課内“もて耐”大会事務局

第 2 章　参加規程

第 11 条	参加資格
11-1 	参加代表者の資格
	 以下の全ての条件を満たしている者のみ、参加代表者として登録できる。
	 ※参加代表者は複数のチームの代表者を兼務することができます。

(1) 	参加申し込み時に 2017 年度に有効な MFJ ロードレース国際・国内またはフレッシュ
マンライセンスを保持していること。

(2)	 主催者の発行する「クルーチーフライセンス」（11-4（1）参照）を所持していること。
(3)	 もてぎ・鈴鹿（MS）共済会（第 20 条参照）に加入していること。
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11-2 	ライダーの資格
	 参加ライダーは下記（1）～（4）の全ての条件を満たしていなければならない。

(1)	 参加申し込み時に 2017 年度に有効な MFJ ロードレース国際または国内ライセンス
を保持していること。（フレッシュマンライセンス、エンジョイライセンス等では参加
いただけません）

(2)	 もてぎ・鈴鹿（MS）共済会（第 20 条参照）に加入していること。
(3)	 参加受付時までに 2017 もて耐公開練習会に参加した実績があること。
	 ただし、以下のいずれかに該当するライダーは、その参加が免除される。

①	2011 年〜 2017 年のもてぎロードレース選手権に、ライダーとして参加した実
績がある者。（ちょっと DE 耐は除く）

②	2011 年〜 2016 年のもて耐に、ライダーとして参加した実績がある者。
③	2011 年〜 2017 年に開催された「もてぎレーシングスクール」「もてぎレーシン

グスクールライト」に参加した経験がある者。
④	2017 年もて耐ウエルカム講習会に参加した者。
⑤	主催者が特別に認めた者。
上記レース・スクール等に参加した実績は、参加申込時に自己申告をすること。
自己申告が無い場合は、その実績がないものとみなされる

(4)	 その他 11-4 （2）（3）に規定の該当する場合、指定のライセンスを所持していること。
11-3 	ピットクルーの資格

(1)	 参加受付時に2017年度に有効な MFJピットクルーライセンスを保持していること。
(2)	 もてぎ・鈴鹿（MS）共済会（第 20 条参照）に加入していること。

11-4 	もて耐ライセンス
	 参加代表者・ライダーはそれぞれ以下の事前ミーティング・講習会に参加し該当するライ

センスを取得しなければならない。
(1)	 チーフクルーライセンス
	 参加代表者として登録しようとする者は、事前に「参加代表者講習会」に参加し、「ク

ルーチーフライセンス」を取得すること。※ 2 月〜 4 月に関東・関西にて数回開催い
たします。

(2)	 エグゼクティブライダーライセンス
	 国際ライセンスを所持しているライダーは、その実績に関わらず「国際ライダーミーティ

ング」に参加し、「エグゼクティブライダーライセンス」を取得すること。
(3)	 ウエルカムライダーライセンス※ 2 月〜 4 月に関東・関西にて数回と公開練習会と同

時に開催いたします。
	 2012 年～ 2017 年の間に下記に記載されるレースへの出場経験がないライダー（ウ

エルカムライダー）は、主催者の開催する「ウエルカム講習会」を必ず受講し、「ウ
エルカムライダーライセンス」を取得すること。

	 過去のレース経験者も含め、対象ライダーは当該講習会を受講するまで、もて耐参
加者向け公開練習会・特別スポーツ走行等への参加も認められない。（走行会を除く）

	 【対象レース】
　・全日本ロードレース、MFJ CUP JP250、もてぎロードレース選手権、筑波ツーリス

トトロフィー、もて耐、筑波ロードレース選手権、鈴鹿サンデーロードレース選手権	
	 ※ウエルカム講習会は、公開練習日に併催されます。また、ツインリンクもてぎで開催
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される下記スクールに参加することにより、ウエルカム講習会を受講したとみなされます。
①	レーシングスクール：5 月15 日（月）
②	もてぎレーシングスクールライト：4 月11 日（火）・6 月 5 日（月）
上記スクールの日程は変更される場合がございます。
詳しくはツインリンクもてぎホームページでご確認ください。

第 12 条	チームの構成
	 １チームあたりの構成要員は必ず以下の範囲内とすること。ただし、同一チームから複数

台数の参加をする場合、下記（1）（3）（4）については、兼務が認められる。
(1)	 参加代表者	 ＝1 名
(2)	ライダー	 ＝ 3 名～ 4 名（公式予選・3 時間予選レース）
	 ライダー	 ＝ 3 名～ 6 名（11 時間決勝レース）
(3)	ピットクルー	 ＝1 名～7 名
(4)	ヘルパー	 ＝ 0 名～ 4 名

第 13 条	ライダーの指名登録
13-1 	ライダーの指名登録とは、参加申し込み時に「タイムアタック予選・3 時間予選レース」に

参加するライダーの氏名を大会事務局へ登録することをさす（TBN 等は不可）。
13-2	 参加申し込み時に参加車両 1 台につき、3 名〜 4 名のライダーを指名登録しなければな

らない。また、11 時間決勝レース出場チームでライダーの追加登録を希望する場合は、 
7 月 31日までに申請すること。

13-3	ライダーを登録するには、参加申し込み締め切り時（5 月 31 日）までに登録しなければ
ならない。参加申し込み締め切り日以降の追加登録は受付けられない。ライダー変更に
ついては 6 月15 日までとする。

13-4  第 1ライダー、第 2 ライダーは国内ライセンスライダーとし、第 3、第 4 ライダーは国内
または国際ライセンスライダーとしなければならない。

13-5	参加申し込み開始時（5 月1日）時点で 50 歳以上のライダーは、国際ライセンス区分で
あっても、国内ライセンス扱いとする。

13-6	国内ライセンスライダーであっても 2012 年〜 2017 年に降格申請を行ない、国際ライ
センスから国内ライセンスに降格したライダーは、国際ライセンスライダーとして扱う。

国内ライセンスライダー 国際ライセンスライダー
第 1ライダー ○ ×
第 2 ライダー ○ ×
第 3 ライダー ○ ○
第 4 ライダー ○ ○

13-7 	全てのライダーは、他チームのライダーとして重複登録はできない。（※ピットクルーの重
複登録は認められる）

13-9	 ライダー指名登録にて、偽りの申請をした場合はエントリーの取り消しもしくは、失格と
なる。

13-10	 参加受理書発行後、止むを得ない事情によりライダーの登録順序を変更しようとする場
合は、1 件につき10,000 円を添え、ライダー変更届に必要事項を記入し、当該走行開
始 1 時間前までに、大会事務局に申請し許可を得なければならない。
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第 14 条	ピットクルー
	 ・ ピットクルーとは
		  　MFJ 国内競技規則第 2 章 11 の規定に則る。
14-1	1 チームに対してピットクルーは、参加受付時までに指名登録された 1 名〜 7 名が認め

られる。ただし、このピットクルーは、参加代表者を除き同じチームのライダーとして登
録されていてはならない。

 	 ピットクルーの構成は以下の通りとする。
	 ●参加代表者  ・・・・・ 1 名（ピットクルー若しくはライダーとの兼任可）
	 ●ピットクルー（マシン整備・ピットサイン提示等）  ・・・・ 6 名以内
14-2	ピットクルーの登録は、参加申込後に主催者より送付されるピットクルー登録申請書等に

必要事項を記入の上、参加受付時（7 月 7 日）に提出すること。
14-3	参加受付後の変更・追加は一切認められない。

第 15 条	ヘルパー
	 ・ ヘルパーとは

上記 14 条のピットクルーに限定し認められている作業は行うことができない。
※全ての走行中、ピットレーン上・ピットサインマンエリアへの立ち入りが制限される。
●ヘルパー（ライダー ･ ピットクルーのサポート） 4 名以内

第 16 条	希望ゼッケン
16-1 	ゼッケンナンバーを希望する場合は参加申込の際、所定の欄に必要事項を記入し申込を

すること。なお、同ゼッケンを複数チームが希望した場合は競売となり、最高額を入札し
たチームに割り当てられる。その際収益金は、主催者から社会福祉事業に全額寄付される。
希望ゼッケンの最低落札価格は1,000 円・最小入札単位は 500 円とし、希望したゼッ
ケンが付与された全チームは、参加受付時にその代金を支払わなければならない。

16-2 	希望ゼッケンの発表は参加受理書に同封されるエントリーリストにて発表する。

第 17 条	参加定員
参加台数は 200 台以下とする。（先着順）
※参加申込受付期間内であっても、定員になり次第申込受付は締切ります。
　お早めにお申し込みください。

第 18 条	予選レース参加料
	 1 車両（税込み）

ライダー数 参加料

通常料金
3 名 54,000 円
4 名 72,000 円

エアバッグ割引
3 名 52,000 円
4 名 70,000 円
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第 19 条	決勝レース参加料
	 11 時間決勝レースに参加するチームは、予選レース参加料金とは別にライダー1 名につき

12,000 円の参加料金（税込み）を支払うこと。

第 20 条	もてぎ・鈴鹿（MS）共済会
20-1	ツインリンクもてぎにおいてスポーツ走行および競技に参加出場するライダーおよびピッ

トクルーは MS 共済会に加入しなければならない。
20-2 	MS 共済会は年間加入または暫定加入とする。

(1)	年間加入は TRMC-S 会員または SMSC 会員として登録され所定の共済会会費を納
めた者のみとする。

(2)	暫定加入は当該大会（特別スポーツ走行、予選、決勝）のみ有効とし、特別スポーツ
走行時から申し込みできる。また、走行会、公開練習会等に参加する場合は、その都
度暫定入会しなければならない。

	 ＜ライダー7,000 円／人・ピットクルー 500 円／人＞

第 21 条	参加受理と参加拒否
21-1	 参加申込者に対しては、参加申込締切（5 月 31日）後、大会事務局から参加受理または

参加拒否が通知される。（6 月中旬頃）
21-2 	参加申し込み後、参加者の都合により参加を取り消す申し込み者には参加料、MS 共済会

会費とも返却されない。
21-3 	大会組織委員会は、理由を明らかにすることなく、参加申し込みを拒否する権限を有する。

エントリーの拒否に関しては締め切り後に連絡する。
21-4 	参加を拒否された申込者には、参加料および MS 共済会会費が返却手数料 2,000 円を

差し引いて返還される。

第 3 章　車両・装備規定

第 22 条	出場車両
22-1 	排気量 115cc 以上 250cc 以下の 4 ストローク・2 気筒以下の車両で、ホイールリムサ

イズが 16 インチ以上の車両とし、第 24 条に合致していなければならない。ただし、ター
ボチャージャーなどの過給装置の取り付けは許可されない。

22-2	NEO STANDARD クラスは、上記 22-1 の規定は適用されず、主催者により公認され
た車両（22-7 の表参照）で第 23 条・第 24 条に合致していなければならない。

22-3 	22-1に該当する車両であっても 2017MFJ 国内競技規則付則 29（MFJ 公認制度）に
より、スポーツ専用市販車として公認された車両および KTM Moto3GPR（M32）並び
に Honda NSF250R（MR03）のフレームもしくはエンジン、またはその双方を使用し
た車両は出場できない。（一般的にいう GP-MONO・J-GP3・Moto3 車両は出場を認
めない。）ただし、Honda CBR250R（MC41）レースベース車を除く。

22-4	参加者がオリジナルのフレームを製作し使用する場合は、必ずエントリー前に、大会事務
局に申請すること。事務局の判断にて出場を認めない場合もある。
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22-5	オリジナルフレームとは、参加者自身が製作したフレームもしくは、少量市販車および市
販車のフレームの重要部分（メインフレーム・エンジンマウント・ピボット位置等）を加工
したものを指す。オリジナルフレームの最終的な判断は、大会事務局が行う。

22-6	上記（22-4）申請がなされた場合、大会事務局は、その車両の属するクラスを決定したり、
ハンディキャップを決定することができる。決定されたクラスおよびハンディキャップは
遅くとも参加受理書発送までに当該エントラントに通知され、参加受理書と共に公式通
知にて公示される。また、タイムアタック予選の正式結果発表後、大会事務局が必要と認
めた場合、決定されたクラスおよびハンディキャップを変更する場合がある。その場合、
3 時間予選レースグリッド表発表以前に当該エントラントに通知され、公式通知にて公示
される。

22-7	 22-1の規定を満たした上で、車両の性能に基づき下記表のとおり出場クラス分けを行う。
オープンクラス ２気筒 単気筒
冷却方式 水冷 空冷 水冷 空冷

WT AT WS AS
NEO STANDARD クラス メーカー 車名 型式

NST-R25 YAMAHA YZF-R25 RG10J
NST-Ninja KAWASAKI Ninja250R EX250K/EX250L
NST-VTR Honda VTR250 MC33
NST-RC KTM RC250 RC250
NST-G310 BMW
NST-CBR Honda CBR250R MC41（その他仕向け地違い

の車両も認める）
Brave
クラス

1: YAMAHA 製 WR250 のエンジン（型式：G363）を使用し、WR250 の
フレーム（型式：DG15J）以外を使用した車両。

2: KTM 製エンジンで以下のものを使用した車両（形式【末尾 3 桁 770、
771、774、777】）

22-8 	参加車両の出場クラスは、参加申込みの際に申告すること。これに誤りがあった場合、 
ペナルティの対象となる。

22-9 	車両には確実に作動するスタート装置が装着されていなくてはならない。
22-10 スペアマシン（予備車両）を登録することはできない。
22-11 AS クラスに該当する出場車両は、シートカウルのテール部分を蛍光オレンジとし、 

後続車に見えるようにすること。また、ライダーは主催者が貸与するビブを着用しなけれ
ばならない。

第 23 条	NEO スタンダードクラス車両基本仕様
	 2017 もてぎロードレース選手権大会特別規則第 36 条 ST250/ST150 クラス車両規

則に準ずるが、以下の項目は、適用除外もしくは変更とする。なお、適用除外となる項目
で本規則にて別途規定される項目については、それに順ずるものとする。（P48 付則1参照）

23-1	適用除外
１ ： 出場車両
２ ： 排気量区分
３ ： 最低重量
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４ ： 音量
６ ： ナンバープレートおよびカラー
７－３－５－１ ： エキゾーストパイプ
７－３－７－２ ： タイヤの内以下の条項
　７－３－７－２－１～７－３－７－２－ 5
　７－３－７－ 3
７－３－１３ ： ２次カバー （解説 ： 取り付けを義務付けない）
７－４－４ ： タコメーター （解説 ： 追加 ・ 変更共に認める）
７－５－１ ： チタン合金部品の使用 （解説 ： 使用を認める）
７－５－６ ： 買取制度 （解説 ： 別途買取規則を定める）

【補足】
もてぎロードレース NEOSTANDARD 仕様に順ずるが、使用できるタイヤのみ
NEOSTANDARD 規則とは異なります。

第 24 条	車両基本仕様
※ NEO スタンダード各クラスの車両については、第 23 条に規定される部分は除く。

24-1	 材質
	 フレーム、フロントフォーク、ハンドルバー、スイングアーム、スピンドル、およびホイー

ル・スピンドルにチタニウムを使用することは禁止される。
24-2	フレームの定義

①	フレームとは、エンジンが取り付けられている部分を中心にステアリング取り付け部分
とリヤサスペンションの取り付け部分を含む構造全体をいう。

②	シートを取り付けるためのサブフレームは、フレーム本体に溶接されている場合はフ
レームとみなし、ボルトオン（脱着可能）のものはフレームとみなさない。

24-3	ナンバープレート
①	ナンバープレートは長方形で頑丈な材質でできていなくてはならない。最低寸法は

275mm × 200mm とする。
②	プレートは平面から 50mm 以上カーブ（突出）していてはならない。また、カバーさ

れたり曲げたりされてはならない。
③	1 枚のプレートがフロントに、垂直面から後方に向かって 30°以内の角度で傾斜して

固定されなければならない。
	 他の 2 枚はモーターサイクルの両側に、外に向かって垂直に固定されなくてはならない。
④	ナンバープレートははっきりと見えるように装着され、モーターサイクルのいかなる部

分、またはライダーが自分のシートに座った時に身体で隠れてしまわないようにしなく
てはならない。

⑤	ナンバープレートの数字の間に穴を開けることができる。
	 しかし、どのような状況においても数字自体に穴を開けてはならない。穴の部分も規

定の色に見えなくてはならない。
⑥	別個のナンバープレートを装着する代わりに、ボディーまたはストリームライニングに

同寸法のスペースをつや消し色でペイントするか、あるいは固定してもよい。
⑦	数字ははっきり読めるように、また、太陽光線の反射を避けるために、地の色同様に

つや消しで書かれなければならない。
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⑧	数字の最低寸法は次のとおりとする。
ナンバープレート25mm以上の余白部分 

フロント
最低高
200mm
サイド
最低高
170mm 

15mm 

フロントナンバーの寸法は 

最低幅275mm

最低高 
最低幅 
数字の最低太さ 
数字間のスペース 

：140mm 
：　80mm 
：　25mm 
：　15mm

サイドナンバーの寸法は 

最低高 
最低幅 
数字の最低太さ 
数字間のスペース 

：120mm 
：　60mm 
：　25mm 
：　15mm

25mm フロント80mm サイド60mm

フロント 
140mm 
サイド 
120mm

数字の書体は、Futura Heavyを基準とするゴシック体とする。
また、影付き文字などは認められない。

　

⑨	正規のナンバーと混同する恐れのあるその他のナンバープレート、またはマーキングは
競技会の開始前にすべて取り外されなくてはならない。

⑩	すべてのナンバープレートの周囲には最低 25mm の余白が残され、ここにはいかなる
広告も表示されてはならない。この規則に適合していないナンバー・プレートを装着し
ているモーターサイクルは、車検長によりレース参加の許可を得ることができない。

⑪	ナンバープレートの色は、自由とする。
	 ただし、地色と数字は反対色とし明確に認識できるようにすること。
⑫	ナンバープレートの地色の蛍光色は禁止とする。
⑬自光式ナンバープレートであっても、上記①〜⑫全ての規定に合致していること。

24-4	レースのために取り外さなければならない部品
①	ナンバープレートと、リヤフェンダーと別体式の場合のナンバープレートブラケット
②	セーフティーバー／センタースタンド／サイドスタンド
③	同乗者用フットレスト／クラブレール
④	ホーン
⑤その他車検時に安全上取り外しを指示された部品

24-5	ボディーワーク
①	ロードレースにおけるモーターサイクルは、荷重がかからない状態において、タイヤ以

外のいかなる部分も地面に触れることなく、垂直線から 50°の角度に傾斜することが
できなくてはならない。

②	フロントホイールは（タイヤを除く）、フロントフェンダーに隠れる部分を除き、サイド
からはっきりと見えなくてはならない。

③	カウルのいかなる部分もフロントホイールアクスルから前方 100mm を通る垂直線よ
り前にあってはならない。
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	 フロントフェンダーはカウルとはみなされない。ただし、メーカー出荷時の状態で基準
に合致していない場合は、メーカー出荷時の形状を維持していることを条件に認めら
れる。

④	車両のいかなる部分もリヤタイヤの最後端を通る垂直線の後部にあってはならない。
	 ただし、メーカー出荷時の状態で基準に合致していない場合は、メーカー出荷時の形

状を維持していることを条件に認められる。
⑤	エアフォイル、またはスポイラーは、それがフェアリングまたはシートと一体構造になっ

ている場合に限り取りつけることができる。これは、フェアリングの幅を越えてはなら
ないうえ、ハンドルバーの高さを越えてはならない。

⑥	尖っているエッジは、少なくとも半径 8mm の丸みを持たせなくてはならない。
⑦	ウインドスクリーンの先端と、全てのフェアリングの露出部分の先端は丸められていな

くてはならない。
⑧	通常のライディング・ポジションにおいてライダーは後方の両側および上から全体（腕

の前部を除く）が視認されなくてはならない。ライダーの顔またはヘルメットとフェア
リング（ウインドスクリーン含む）との間の最低スペースは100mm とする。この規則
の適用を免れるために透明な材質を使用することは禁止される。

⑨	いかなる場合においてもフェアリングの最大幅は 600mm を超えてはならない。
⑩	ライダーシートの後部の高さは最高 150mm とする。この高さは、シートの固いベー

スの最下部から、ライダー後方のフェアリングの最上部までを測った場合のものである。
⑪	ハンドルバーの位置がどこにあっても、フェアリングとハンドルバー先端あるいはステ

アリング・ステム、およびそれに装着されている装備類との間隔は最低 20mm なくて
はならない。

⑫	ナンバープレートが固定されている前部の傾斜角度は垂直面から後部へ 30°以上あっ
てはならない。

⑬	シートまたはその後方にあるいかなる部分（排気系を除く）の幅も 450mm 以上あっ
てはならない。

⑭	燃料タンクのキャップは、燃料タンクの外観形状からはみ出さないように、また転倒
の際に外れることがないように取り付けられなくてはならない。2000 年以降に生産
された車両のみ適用。

⑮	エンジンおよびその他すべての電気部品を停止することのできる効果的なイグニッショ
ンキルスイッチがハンドルバーのグリップを握った状態で手の届く範囲に取り付けなけ
ればならない。

⑯	全ての 4 ストローク車両については、エンジンの破損または故障時に、エンジンに使
用されるエンジンオイルおよびエンジンクーラント総量の最低半分（最低 2 リットル）
をアンダーカウルで保持できる構造でなければならない。端部の折り返しの高さは最
低 50mm とする。内部には吸収材および耐火素材が装着されていることが望ましい。



- 16 -

最低50mm
オイル溜まり 

オイル溜まり 

⑰	アンダーカウルには直径 20mm（許容誤差＋ 5mm）の水抜き用の孔を最少1 個は設
けなくてはならない（孔は 2 個までとする）。この孔は、ドライコンディションの時は
閉じられていなければならず、競技監督がウエットレースの宣言を行なった時のみ開け
ることができる。

⑱	チェーンとリヤスプロケットの間に、身体の一部が誤って挟まれることのないように、
リヤ・スプロケットガードを取り付けなくてはならない。そのガードは、スプロケットと
ドライブチェーンの噛合部をカバーすることとし、その材質は、アルミニウム、頑強な
プラスチックまたは樹脂とし、その取り付け方法は、スイングアームにボルト・オンま
たは溶接し、安易に脱落したりしないよう確実に固定しなければならない。形状はチェー
ンとスプロケットの間にライダーの手足が巻き込まれないという目的にかなったもの
で、かつシャープエッジでないこと。スイングアームの補強とリヤ・スプロケットガー
ドを兼ねることは認められない。リヤ・スプロケットガードの板厚は最低 2mm なけ
ればならない。

⑲	車両にはフロント・スプロケットガードが装着していなければならない。逆シフトにす
る際に、フロント・スプロケットガードが干渉する場合、最小限のカットが認められる。
ただし、本来の機能が果たせなくなるようなカットは認められない。

⑳	転倒時の車両のダメージを最小限に抑えるためフレームにプロテクティブコーンの取り
付けを認める。プロテクティブコーンはフェアリング表面より突き出し量を 20mm ま
でとし、先端は半径半径 10mm 以上の曲面で面取りされていなくてはならない。また、
プロテクティブコーンにエンジン保護以外の機能を持たせることは禁じられる。

30°以内 

20°以内 

100°以上 
45°以上 
60°以内 

100mm以内 

100mm以上 

20mm以上 

150mm以内 

20°以内 

120°以上 

半径19mm以上の球状 

30mm以上 

450mm以内 

15°以上 

0～85c.c. 400mml 
85c.c.以上 450mml

半径8mm以上の球状 
50°以上 

フレーム 
  シートレール 
（削除・変更可） 

※シートサポートはボルトオンの場合はフレームとみなさない。 

フレーム基本骨格 

C/L

FR

ダクト面 

20mm
ラジエター 

取付け部カウル面 
（ダクト面等で落ち込んでい
る場合はカウルの仮想面） 

24-6	フロントフェンダー、リヤフェンダー
①	フェアリングがある場合、フェンダーは必要とされない。フェアリングが無い場合には

フェンダーが必要とされる。
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②	フェンダーはタイヤの両側方に張り出していなくてはならない。
③	フロントフェンダーは、ホイールの周囲を最低 100°に渡ってカバーしていなくてはな

らない。また、下図記載の角度の範囲内でなければならず、その部分はホイール自体
がカバーされてもよい。

30°以内 

20°以内 

100°以上 
45°以上 
60°以内 

100mm以内 

100mm以上 

20mm以上 

150mm以内 

20°以内 

120°以上 

半径19mm以上の球状 

30mm以上 

450mm以内 

15°以上 

0～85c.c. 400mml 
85c.c.以上 450mml

半径8mm以上の球状 
50°以上 

フレーム 
  シートレール 
（削除・変更可） 

※シートサポートはボルトオンの場合はフレームとみなさない。 

フレーム基本骨格 

C/L

FR

ダクト面 

20mm
ラジエター 

取付け部カウル面 
（ダクト面等で落ち込んでい
る場合はカウルの仮想面） 

30°以内 

20°以内 

100°以上 
45°以上 
60°以内 

100mm以内 

100mm以上 

20mm以上 

150mm以内 

20°以内 

120°以上 

半径19mm以上の球状 

30mm以上 

450mm以内 

15°以上 

0～85c.c. 400mml 
85c.c.以上 450mml

半径8mm以上の球状 
50°以上 

フレーム 
  シートレール 
（削除・変更可） 

※シートサポートはボルトオンの場合はフレームとみなさない。 

フレーム基本骨格 

C/L

FR

ダクト面 

20mm
ラジエター 

取付け部カウル面 
（ダクト面等で落ち込んでい
る場合はカウルの仮想面） 

④	フロントフェンダーの前端とホイールの中心を結ぶ線と、ホイールの中心を通る水平線
の作り出す角度は 45°と 60°の間でなくてはならない。フェンダーの後端とホイール
中心を結ぶ線と、ホイールの中心を通る水平線の作り出す角度は 20°を越えてはなら
ない。

⑤	リヤフェンダーは、ホイールの周囲を最低120°に渡ってカバーしていなくてはならない。
⑥	リヤフェンダー後端とホイールの中心を結ぶ線と、ホイールの中心を通る水平線の作

り出す角度は 20°を越えてはならない。
⑦	シートのフェアリングがリヤ・タイヤの後側の垂直接線にまで達している場合には（許

容誤差− 50mm）、リヤフェンダーを装着する必要は無い。
24-7	 エキゾーストパイプ

①	エキゾーストパイプとサイレンサーは、音量規制に関する必要条件を全すべて満たさな
くてはならない。

②	排気ガスは後方に排出しなければならないが、ほこりを立てたり、タイヤやブレーキ
を汚したり、他のライダーに迷惑をかけるような放出方法であってはならない。

③	エキゾーストパイプの後端は、リヤタイヤの垂直線より後ろにあってはならない。
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24-8	ハンドルバー
①	ハンドルバーの最低幅は 450mm とする。
②	ハンドルバーの最低幅はグリップの外側の先端から、反対側のグリップの外側先端ま

での距離で測定される。
③	ハンドルバーの先端が露出される場合は、固形物質を詰めるか、ゴムでカバーされて

いなければならない。
④	ハンドルバーの中心線、または中央位置から両側への回転角度は、最低各15°以上な

くてはならない。
⑤	フェアリングがある場合、ハンドルバーがどの位置にあってもフロントホイールがフェ

アリングに接触してはならない。
⑥	ライダーの指が挾まれないようにするために、ハンドルを左右いっぱいに切ってもハン

ドルバー（レバーを含む）と燃料タンクの間に最低 30mm の間隔があるように、ストッ
パー（ステアリングダンパー以外のもの）を取りつけなくてはならない。

⑦	ハンドルバー・クランプは、ハンドルバーが折れやすい部分ができないように、丸みを
つけて製作しなくてはならない。

⑧	軽合金ハンドルバーの溶接による補修は禁止される。
24-9	コントロールレバー

①	すべてのハンドルバー・レバー類（クラッチ、ブレーキ等）は、原則として端部がボー
ル状（このボールの直径は最低 19mm）でなくてはならない。このボールを平たくす
ることも認められるが、どのような場合も端部は丸くなっていなくてはならない（この
平たくした部分の厚みは最低 14mm とする）。レバー端部は、レバーと一体構造に固
定されていなくてはならない。

②	コントロール・レバー（フット・レバーおよびハンド・レバー）は、それぞれ別個のピボッ
トに設けられなくてはならない。

③	ブレーキ・レバーがフットレストの軸に設けられる場合、どのような状況においても作
動できなくてはならない。例えば、フットレストが曲がった、あるいは変形したという
ような状況においても作動できなくてはならない。

24-10	 スロットルグリップ
	 スロットルグリップは、手を離した時に自動的に閉じるものでなくてはならない。

24-11 フューエルポンプ
①	電動式フューエルポンプは転倒の際に自動的に作動する回路遮断システムを備えてい

なければならない。
②	車検の時にテストできるように回路遮断のテスト機能が設けられなければならない。

24-12 フットレスト
①	フットレストは改造・変更されてもよいが、下記条件を満たさなければならない。ただ

し車両公認時から改造・変更しない場合は、突起物を取り外し車検長の許可を得れば、
下記仕様を満たさなくても使用できる。

②	ブラケットの改造、変更によりフットレスト／フットコントロールの位置は移動しても
よいが、ブラケットは元の取り付け位置に固定しなければならない。

③	フットレストの先端は、最低半径 8mm の中空でない一体構造の球状になっていなけ
ればならない。
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④	折りたたみ式の場合は自動的に戻るようになっていなければならない。
⑤	スチール製フットレストで折りたたみ式でない場合、その先端にはプラスチック、テフ

ロンあるいはそれと同等の材質でできた先端（プラグ）が固定されていなくてはなら
ない。（最低半径 8mm）

24-13	 ブレーキ
①	すべてのモーターサイクルは最低 2 つの効果的なブレーキ（各ホイールに 1つ）がなく

てはならず、これは独立してホイールと同心的に作動しなくてはならない。
②	車両公認時においてフロントブレーキキャリパー用ラインの分岐点がロワーフォークブ

リッジより下にある場合であっても、ロワーフォークブリッジより上に変更しなければな
らない。

③	交換されるブレーキディスクの材質は、鉄素材でなければならない。
24-14	 ホイール、リム、タイヤ

①	メーカーが出荷した一体構造ホイール（キャスト、モウルド、リベット）または従来の
脱着式リムに対して、スポーク、バルブまたは安全ボルト以外へはいかなる改造も禁
止される。ただし、タイヤがリムから外れることを防ぐために使用される、テンション
スクリューは例外とする。

②	タイヤは交通法規に適合する一般市販タイヤで E マークまたは DOT マークまたは
JIS の認定マークの表示がなければならない。タイヤトレッド主溝の深さは、最低で
も 2.5mmでなければならない。

③	レインタイヤは、E マークまたは DOT マークまたは JIS の認定マークの表示がなくて
もよいが「NOT FOT HIGHWAY USE」または「NOT FOR HIGH WAY SERVICE」
と表示されていなくてはならない。

④	タイヤへの追加工（ハンドカット等）は禁止される。	
⑤タイヤウォーマ—の使用および、故意にタイヤの加熱を行う行為はレース期間を通じて

禁止され、タイヤウォーマーをピットへの持込みも禁止とする。
24-15	フューエルタンク、オイルタンク、リザーバータンク

①	燃料タンクの最大容量は 18 リットル以下とする。（純正無改造のタンクであってもこ
の容量を超えてはならない）

②	燃料は、マシンにしっかりと固定された1つのタンク内に入れるものとする。
③	シートタンクおよび補助タンクは禁止される。給油のために容易に脱着できる取り替

えタンクを使用することは厳禁される。
④	燃料タンクの材質は、金属製のものとする。カーボンファイバー、アラミド・ファイバー、

またはファイバーグラスの材質の使用は許可されない。ただし、車輌公認時もしくは
工場出荷時に装着されている金属以外のタンクについては使用が認められる。

⑤	加工されたタンクには、防爆材を完全に充填すること。
⑥	燃料タンク・ブリーザー・パイプには、ノン・リターン・バルブを取り付けなくてはなら

ない。これは、適切な耐油性のある材質でできた、最低容量 250cc のキャッチタン
クに放出されるようになっていなくてはならない。
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燃料タンクブリーザー 

燃料タンク 

ラジエターオーバーフロー 

最低容量250cc

最低容量250cc

最低容量250cc

ノンリターン 
バルブ 

⑦	燃料タンク・フィラー・キャップおよびオイルフィラーキャップは、閉じた状態で漏れ
ないようになっていなくてはならない。さらにこれらはいかなる場合においても誤って
開くことのないように完全にロックされていなくてはならない。

⑧	全てのドレーンプラグはワイヤーロックしなければならない。外部オイルフィルタース
クリューおよびオイルフィルターボルトでオイルパンに進入するもの、オイルクーラー、
フロントフォークドレンボルト等のオイル供給パイプについても全て安全にワイヤー
ロックされていなければならない。

⑨	全ての車両はクローズトブリーザーシステムを採用しなければならない。オイルブリー
ザーラインはエアクリーナーボックスまたはエアクリーナーボックスおよびオイル
キャッチタンクに連結され、これに排出される構造となっていること。ただし、車両の
構造上クローズドブリーザーシステムを採用できない場合は、事前に大会事務局に申
し出ることにより、別途協議の上、調整を行う場合がある。

⑩	エアクリーナーボックスで 1000 ㏄を確保されない場合、耐油・耐熱性の材質ででき
たオイルキャッチタンクを取り付けることとし、合計で 1000 ㏄以上を確保していな
ければならない。（エアクリーナーボックス単体で 1000cc 以上確保できる場合は、
オイルキャッチタンクの装着は免除される）

⑪	オイルブリーザータンクとして認められるエアクリーナーボックスの容量は、エアファ
ンネルもしくは吸入口の一番低い所の水平線より下の容量とする。

⑫エアクリーナーボックスの下部に排出穴が開いている場合、オイルが受けられるように
塞がれていなければならない。

⑬エアクリーナーボックスおよびオイルキャッチタンクは、競技前に空にしなければなら
ない。

⑭	ブリーザーシステムのパイプ類の締め付けは、金属製バンドを使用すること。
⑮	ブリーザーシステムのパイプ類は、耐油性のある素材であること。
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エア吸入口

ブリーザー室

Ⓐ
Ⓐ拡大図

オイルキャッチ
タンク

４ストロークエンジンのブリーザーシステム

エアファンネルの一番底の
箇所の水平線

エアクリーナボックスの容量
エアファンネルの一番底の箇所、
もしくはエア吸入口がエアファン
ネルの一番低い箇所の水平線より
も下にある場合はそこを基準とす
る。

エア吸入口

エアファンネルよりエア吸入口が
低い場合のみ適用。

24-16 冷却水
	 水冷エンジンの冷却水は、水あるいは水とアルコールの混合物に限られる。
24-17	 音量規制
	 ピストンスピード 11m/sec で測って 105dB/A までとする。レース終了後は３dB/A の

許容誤差が認められる。音量測定は下記固定回転数を使用することもできる。
①	音量測定は、下記固定回転数方式が適用される。
	 エンジン型式および排気量ごとに、エンジンストロークはほぼ同等と見なされるので、

測定は下記固定回転数にて実施する。
単気筒 2 気筒

5,500rpm 7,500rpm
②	サイレンサーが１本を超える場合の音量計測は、各エキゾーストパイプの先端で測定さ

れる。
③	音量測定は、走行時と同じモードで測定される。
	 スイッチ等のモード切替が可能な車両は、すべてのモードで測定を行う場合がある。

音量はすべてのモードで音量規定値に合致していなければならない。
④	規制値をオーバーしているマシンは、レース前車検において再度測定を受けることがで

きる。
⑤	周辺の音量は、モーターサイクルから半径５m 以内において 90dB/A までとする。
⑥音量測定は気温 20℃を基準とする。気温 10℃以下の場合許容誤差＋１dB/A が認め

られる。
⑦気温０℃以下の場合、許容誤差＋２dB/A が認められる。
⑧メーターの読み方は常に少数点以下を切り捨てとする（105.9dB/A=105dB/A）。
⑨音量測定方法で、ここに記載されていない項目は FIM 規則による。

24-18	 テレメトリー
①	動いているモーターサイクルへ情報を伝える、または動いているモーターサイクルから

情報を得ることは禁止される。
②	マシンには、公式シグナリング・デバイスの搭載が必要とされる可能性もある。自動ラッ

プ計時デバイスは“テレメトリー”とはみなされない。
③	自動ラップ計時デバイスは、公式計時方式、および装備を妨げてはならない。
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24-19	 灯火装置
	 11時間決勝レース参加者は、以下の灯火装置の取付が義務付けられる。3 時間予選レー

ス時は取付を任意とするが、夜間走行（公開練習・特別スポーツ走行を含め）は、灯火
装置を装備した車両のみ走行できる。
①	車両には完全に作動するライトが装備されていなければならない。

－	ヘッドライト
・	 ヘッドライトを最低１個装着し、35W 以上の明るさとし、前方 25 ｍ以上を

照射しなければならない。
・	 ヘッドライトは直径 80mm 以上（約 50.2cm2 以上）で形は問わないが、レ

ンズ全体が正面から見てカウル等に隠れていてはならない。
・	 メーカー純正のヘッドライトの使用は可能とする。
・	 ヘッドライトの取り付けは強固なステイ等にしっかりと固定し、脱落しないよう

にすること。
・	 ヘッドライト取付け位置は車体前面部とし、フロントタイヤ最上面より上に取

り付け、走行中に他のパーツに干渉しないよう取り付けること。また車体中心
以外に取り付ける場合はフロントゼッケンスペース確保のため、極力左側に取
り付けること。（右側にはゼッケンのスペースを確保すること）

－	テールライト
・	 テールライトは最低１個以上装着し、色は赤色で 15W 以上 30W 以下とする。

また、夜間 200m 以上後方から確認出来る状態でなければならない。
・	 テールライトのサイズは下図のサイズ以上とすること。
・	 メーカー純正テールライトの使用は可能。
・	 取付け位置はリヤタイヤ最上面より上側とし、左右45度以上の角度からもテー

ルライトが確認できるように取り付けること。（真後ろからしかテールライトが
確認できないような取付け方法は認められない。）

・	 取り付けは強固なステイ等にしっかりと固定し、脱落するおそれがある場合は
ワイヤーなどで脱落防止の対策をしなければならない。

上記ライトは、競技監督によりライトオンが指示された時、ならびに夜間走行の際は、
点灯させなければならない。点灯していない車両に対しては、ピットインして修
復を指示する場合がある。

100mm以上 100mm以上

50mm以上 50mm以上

②	自光式ナンバープレートの使用を認める。ただし、日中の視認性を損なうものであっ
てはならない。

第 25 条	買取規定（“11 時間決勝レース”のみ適用）
25-1	“11 時間耐久”決勝レースで優勝した車両は、25-2 に定められた金額で、主催者が買い
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取る場合がある。
25-2	“11 時間耐久”決勝レースで、完走車両（主催者招待車両を除く）は、購入希望者がいた

場合、国内メーカー車両は150 万円、海外メーカー車両は 350 万円で販売しなければ
ならない。ただし、売買によって発生する税金はこの金額に含まれない。

25-3	購入の権利の優先順位は主催者、もて耐エントラント、観戦のお客様の順とする。
25-4 	購入希望者は、“11 時間耐久”決勝レース終了後 20 分以内に限り購入申請をすることが

できる。
25-5 	購入申請は、主催者指定の用紙に必要事項を記入し、大会事務局へ提出する。
25-6 	購入希望者が複数の場合、主催者により公開抽選が行われ、購入者を決定する。
25-7 	購入者が決定した時点で、購入者は以下のものをそろえ主催者へ提出しなければならない。

(1)	購入申請用紙
(2)	購入者の運転免許証のコピー
(3)	購入申請保証金 50,000 円（購入申請保証金 50,000 円は、購入代金の一部とされる）

25-8	購入者が決定した時点より、主催者は車両を売買契約日まで保管する。
25-9 	売買契約日は、購入申請日から起算して 10 日以内の間に設定されなければならず、売主・

購入者、そして主催者 3 者合意のもと、売買契約日を決定する。
25-10	前記 25-9 にて決定された売買契約日に購入代金（現金）と、車両の受渡しが行われる。
25-11	 売買契約日に売主・購入者双方とも住民票を主催者へ提出しなければならない。
25-12	売買契約は売主・購入者双方と主催者立会いのもと行われる。前記 25-9 にて決定され

た売買契約日に購入者が、購入代金を支払うことができない場合は、この売買契約は無
効となり購入申請保証金 50,000 円は返却されない。また、この場合に発生する経費（運
搬費等）は購入希望者が負担するものとする。

25-13 主催者が購入申請を行うこともできる。

第 26 条	自動計測装置（トランスポンダー）
26-1	 参加者は車検時までに車両に主催者が用意する自動計測装置を取り付けなければならな

い。取り付けを拒否した場合、当該車両およびライダーは、出走を認められない。
26-2 	参加者は、主催者が用意する自動計測装置の代わりに、自身で所有する「AMB 社製

TranX260・TranXPRO」（通称：マイポンダー）を使用することができる。ただし、使
用する際は以下の項目を遵守すること。
①	参加受付の際に使用申請を行うこと。
②	取り付け方法・箇所については、本規則 26-5 に従うこと。
③	計時長が判断し、競技役員より指示された場合は、直ちに主催者の用意する自動計測

装置に付け替えること。
26-3 	予選と決勝で自動計測装置を交換する場合がある。
26-4 	自動計測装置の配付は、選手受付時に行い、返却については各セッション終了後 2 時間

以内とする。万一破損 ･ 紛失した場合、1 個につき 54,000 円が主催者より請求される。
26-5 	取り付け方法および箇所について

①	自動計測装置専用ホルダーを指定の場所にタイラップ等で確実に固定すること。
② 地面から 60cm 以内で、熱や振動の受けにくい位置とする。
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〔推奨位置〕

※取り付け位置、方法のミスにより、タイム計測が
できない場合があるので注意すること。

第 27 条	燃料規定
27-1	 使用する燃料は、ツインリンクもてぎ内給油所で販売されるガソリンを使用すること。
27-2 	燃料にはオクタン価を高めたり燃料の性質を変えるような装置を取り付けたり添加剤を混

入してはならない。
27-3 	燃料を故意に冷却する行為は禁止する。

第 28 条	ライダーの装備
	 MFJ 国内競技規則付則 4-10 ライダーの装備の規定による。
	 また、18 歳以下のライダーはエアバックの着用を義務付ける。

第 4 章　競技・運営規則

第 29 条	車両の変更
29-1	 出場登録した車両の変更はやむを得ない場合のみ認められる。ただし、変更後の車両が

当初エントリーしたクラスと異なるクラスの車両であってはならない。
	 (1)	参加受理後、7 月 8 日（土）までに出場登録済の車両を変更する必要が生じた場合は、

規定の書式にしたがって車両の変更申請を行い、大会事務局がこれを認めた場合に限
り、車両の変更が認められる。この場合、変更内容が公式プログラムに反映できない
場合がある。

	 (2)	参加受付（7 月 8 日（土））以降に競技に出場する車両を変更する場合は規定の書式
にしたがって車両の変更申請を行い、競技監督が、転倒等で安全上問題があると認め
た場合に限り、車両の変更を条件付きで認める場合がある。（ただし、変更後の車両
は新たに車両検査を受けなければならない）

29-2	車両変更申請は、2017MFJ 国内競技規則付則 4-12-1に則る。

第 30 条	選手受付
30-1	 参加申し込みが正式に受理された参加者には、公式通知に示される参加受付会場でライ

ダー腕章・ピットサインマンの腕章・トランスポンダーなどが正式参加受理書と引換えに
交付される。

30-2	参加受付時に次のものを提示もしくは提出しなければならない。
(1)	参加受理書
(2)	TRMC-S・SMSC ライセンス（2017 年に有効なもの）
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	 （TRMC-S・SMSC 会員のライダーおよびピットクルー全員分）
(3)	MS 共済会申請用紙（暫定共済会加入者）
(4)	2017MFJ ライセンス（ライダー・ピットクルー）
(5)	車両仕様書（必要項目をすべて記入し、参加受付にて参加受付終了印をもらわなけれ

ば車検は受検できない。）
(6)	賞金振込用紙
(7)	誓約書（必ず自署・捺印のこと）
(8)	参加ライダーが未成年の場合、親権者の同意書並びに印鑑証明書（3 ヶ月以内）
	 ※未成年者の誓約書・親権者同意書には実印を押印すること。

30-3	TRMC-S・SMSC ライセンスを提示できない場合は、MS 共済会暫定会費を支払わなけ
ればならない。

30-4	ピットサインマンの腕章は、決勝レース終了後 2 時間以内に返却しなければならない。返
却されない場合や、紛失や破損が生じた場合には、製作・修理費用を徴収する場合がある。

第 31 条	 公式車検
31-1	 公式車検は公式通知に示されたタイムテーブルに従って、指定された場所にて公式予選前

に行われる。
31-2 	公式車検の際、登録されたライダーまたは、ピットクルーが最低 1 名立合うこと。
31-3 	定められた時間内に車検場において必ず、車両検査を受け下記のものについての検査に

合格しなければならない。これ以後の検査は競技監督が不可抗力の理由によるものとし
て特別に認めた場合以外は行わない。

31-4 	公式車検時には、ガソリン購入証明書と参加受付完了印のある車両仕様書を持参し、ア
ンダーカウルを外した状態で車両を持ち込み、外したアンダーカウルも持参しなければな
らない。

31-5 	車両検査の際、車検員によって点検を受けるものは、次のとおりである。
	 ※装備品については、走行するライダー全員分持参すること。

(1)	出場車両
(2)	ヘルメット
	 レスキュー活動の迅速化のため、ヘルメットに当該レースでのゼッケン番号を車検員

により貼付けする。
(3)	ヘルメットリムーバーシステム
(4)	レーシングスーツ
(5)	グローブ
(6)	ブーツ
(7)	脊椎パッド
(8)	チェストガード
(9)	エアバック（使用するチームのみ）

31-6	 スペアタンク、スペアサイレンサーについては、公式通知に示される時間にて車検員によっ
て点検を受けなければならない。この時間以外に点検を受けようとする者は、時間外点
検手数料 1 件につき 5,000 円を添え、大会事務局にその申請を行わなければならない。

31-7 	公式車検において規則上または安全上出場が不適当と判断された車両は、予選を含む一
切の走行を拒否される。
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31-8 	車検長は、競技監督の指示または同意のもと、大会期間中必要に応じて随時車両検査を
行うことができる。

31-9 	競技監督は必要に応じて車検長に命じ、随時音量の測定および燃料タンクの容量チェッ
クをすることができる。

31-10	競技車両へのカメラ搭載については、大会事務局に申請し競技監督の許可を得た上、車
検において取り付け状態の確認を受けること。

第 32 条	NEO-STANDARD シード権について
32-1	 2017もてぎロードレース大会特別規則　第 51条～8）の規定に拠りシード権を得たチー

ムは、「11 時間決勝レース」へ出場できる。
32-2	シード権を行使しようとする者は、シード権を行使する旨を明記した書面を大会事務局に

提出すること。
32-3	シード権を行使して出場できる者は、本大会特別規則第 10 条の規定に則り、参加申込

をした者に限られる。
32-4	出場クラスは以下の通りとする。

 もてぎロードレースクラス もて耐クラス
 NEO-STANDARD CBR ⇒ NST-CBR
 NEO-STANDARD Ninja ⇒ NST-Ninja
 NEO-STANDARD VTR ⇒ NST-VTR
 NEO-STANDARD R25 ⇒ NST-R25

第 33 条	11 時間決勝レース出場台数
	 11 時間決勝レースへの出場台数は下記 33-1 ～ 33-3 の合計最大 77 台とする。
33-1	 第 32 条にて規定されるシード権を行使した最大 12 台。
33-2	主催者が招待した最大 5 台。
33-3	上記 33-１〜33-2 の規定により出場する台数を77 台から減じた台数を3 時間予選レー

スにより選抜する。

第 34 条	タイムアタック予選
34-1	登録された第 1ライダー・第 2 ライダーが行うものとする。指定された走行枠でのみ走行

すること。
34-2 	第 3 ライダー・第 4 ライダーは、指定された走行枠内で走行するものとするが、出走は

義務付けない。また、そのラップタイムは予選タイムに採択されない。
34-3 	タイムアタック予選において走行中のライダーは、常にタイム計測が行われる。
34-4 	タイムアタック予選に出走するライダーは、公式通知によって公示されたタイムアタック予

選開始時間 10 分前までに、各指定ピットで待機し、競技役員によるライダー確認を受け
なければ、公式予選に出走できない。

34-5 	タイムアタック予選終了後コースからピットへ戻る際、パークフェルメでエンジンをストッ
プさせ、手押しでパドックへ移動するものとする。
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第 35 条	3 時間耐久予選レーススターティンググリッド
タイムアタック予選で、第 1ライダー・第 2 ライダーが記録したしれぞれの最高ラップタイ
ムを合算し、総合ラップタイム順にグリッドを決定する。複数クラスが混走するレースであっ
ても、クラスに関係なく総合ラップタイム順のグリッドとする。

第 36 条	3 時間耐久予選レース
36-1	 予選レース時間
　　　予選レース時間は３時間とする。
36-2	スタート前チェック
　　　タイムスケジュールに従って、予選レース出場者は、指定された場所にて、必ずスタート

前チェックを受けなければならない。チェックを受けるものは、公式車検にて合格した車
両とヘルメットとする。車両は予選レースが走行できる状態で持ち込むこと（転がし用タイ
ヤの装着は禁止）。スタート前チェック終了後は、車両をピットガレージに入れてはならない。

36-3	スタート前の遵守事項
　　　ライダーは公式通知に示された時間までに所定の待機場所に集合し、車両と共に車検員

のスタート前チェックを受けなければならない。定められた時刻までに集合せず、またス
タート前チェックを受けなかったライダーおよび車両はコースインできない。コースインは
全て車検員の許可と、ピット審判員／進行員の指示誘導にしたがって行わなければならない。

36-4	スタート方法
36-4-1	 予選レースのスタート方法は、ル ･マン式とする。ただし、予選レース出走台数

が 41 台以上の場合、スタッガードスタートを併用する。
36-4-2	 スタートライダーは、各チームがライダーの経験・技量等を熟慮し、チーム内で

一番安全にスタートできるライダーを選出すること。
36-4-3	 ライダーの走行順序は問わない。
36-4-4	 反則スタートに対しては、次の通り罰則を科すものとする。

（1）ジャンプスタート………ストップ＆ゴー
（2）ピットクルーの違反……60 秒加算または失格
（3）その他……………………審査委員会による
36-4-5	 サイティングラップおよびウォームアップラップに出走しないチームは罰則が科

せられる。
36-4-6 	スタート方法の詳細は、公式通知またはブリーフィングにて発表される。
36-4-7 	コースの状況により、セーフティカー先導によるスタートになる場合がある。
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36-5	レース中のピット作業
36-5-1	 ピット作業とは、工具や部品等で車両に対して手を加えること、燃料補給およ

びライダーの乗降行為を言う。ピット作業が許されるエリアは下図の区域とする。

コンクリート部分 

補助区域 

側溝 

ピット 
ガレージ側 

コース側 

作業エリア 

36-5-2	 競技中の車両がピットインしたとき、当該車両のピットクルーは自己のピット前
の停車区域に出て作業することができる。ピット作業の場合を除いて停車区域
に出ること、部品や工具を停車区域に置くことは禁止される。

36-5-3 	レース中の修理および燃料補給の担当者は、その車両に登録されたライダーお
よびピットクルーとする。

36-5-4 	ピットレーン、ピットサインエリアでのカカトの覆われていない履物の使用は禁
止される。

36-6	レース中の車両修理
36-6-1	 レース中の車両の修理、調整、部品交換などは、競技車両に積み込んである部

品と工具、あるいはピットに準備してある部品と工具によって行なわなければ
ならない。また、ピット作業では、電動工具（扇風機含む）、タイヤウォーマー
およびエアツール（エアガンは除く）を使用してはならない。また、ピットガレー
ジ内での作業は禁止とする。

36-6-2	 フレーム、クランクケース、ギヤボックスケース以外の全ての部品を交換するこ
とができる。

36-6-3	 レース中、転倒により燃料タンクを破損した場合は、燃料タンク（燃料が空の状
態のもの）の交換が許可される。ただし、この場合のスペアタンクは所定の時
間内に検査されたものとする。給油については 36-9 に従って行われる。サイ
レンサーを破損して交換する場合も同様とする。

36-6-4	 ピット以外の地点で停車した車両に対して、その車両に積み込んであるもの以
外の部品、工具による修理、調整、部品交換を行うこと、および当該競技車両
のライダー以外がそれらの作業にあたることは厳重に禁止される。

36-6-5	 ピット以外の地点で 36-6-4 の作業を行うときは、他の車両の、走行の支障に
ならない場所に停車しなければならない。

36-6-6	 競技中の車両は、いかなる場合も他から援助を受けて押し出したり走行したり
してはならない。ただし、競技役員が保安目的で車両を移動させたり処置する
場合、当該車両のライダーとピットクルーが救済措置のため運ばれてきた車両
を自己のピット前まで運ぶ場合、および自己のピットを通り越した車両を停車
区域内に押し戻す場合はこの限りではない。

36-6-7	 転倒等で車両にトラブルが発生して救済された車両は、再スタートに際し車検
員による検査を受けなければならない。
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36-7	 ピットサイン
36-7-1	 ピットサインは指名登録されたピットクルー（ヘルパーを除く）が、指定の腕章

を着け、ピットサインエリアまで出てサインを送ることができる。
36-7-2 	ピットサインエリアには、1チーム 4 名（ヘルパーを除く）まで入ることができる。
36-7-3 	ピットサインエリアまで出入りする際にはピットインおよびピットアウトする車両

に充分注意するとともに、車両の通行を妨げてはならない。
36-7-4 	停車区域およびピットサインエリア内では風で飛ばされやすいものを設置また

は身に付けてはならない。
36-7-5 	ピットサインエリア内には固定式パラソル（幅 2m までのもの）を設置してもよ

いが、固定のためのアタッチメント等を含め、コース側にはみ出してはならない。
ピットサインエリア内で人の通行の妨げにならないようなものにすること。

ピットレーン 

ピットサイン 
エリア 

日よけ 延長線 

ピットサイン 
ウォール 

コース 

幅約25cm
148cm

36-7-6	 レースのスタート時には、ピットサインエリア内の立ち入りは禁止とする
36-7-7	 無線機、携帯電話等の使用は禁止される。

36-8	予選レース中のライダー交替
36-8-1	 指名登録されたライダーの内、最低 3 名は必ず 1回は走行しなければならない。
	 燃料補給時は必ずライダーを交替しなければならない。
36-8-2 	国際ライセンスライダーは、チームとして最大 3 回までの走行に限られる（1 名

登録・2 名登録に関わらず）。
36-8-3 	1 名のライダーが連続して走行できる時間は、国内ライセンスライダーは 90 分、

国際ライセンスライダーは 30 分以内とする。
36-8-4 	走行した後には引き続いて 30 分以上の休憩をとらなければならない。
36-8-5 	参加代表者はライダー交替をすみやかにピット審判員に届けなければならない。
36-8-6 	救済措置を受け、再スタートの際にライダー交替する場合は、その旨を、ピット

審判員に届けなければならない。
36-9	予選レース中における燃料補給

36-9-1	 予選レース中の燃料補給は各自のピット前にて行う。
36-9-2	 給油装置は、消防法等の法令に準拠し市販されているガソリン用携行缶のみ使

用することができる。
36-9-3 	予選レース中において、車両の燃料補給の際、参加代表者は必ずピット審判員

にその旨を報告し、その了解を得なければならない。
36-9-4 	燃料補給中は必ずエンジンを停止すること。
36-9-5 	燃料補給中ピット要員1 名は必ず消火器（3.0kg 以上相当のもの1 本以上）（消
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火器については、ライダー、ピットクルーのいずれか1 名により代行してもよい
ものとする。※ヘルパーは不可）を持って作業中待機していなければならない。
また、こぼれた燃料、オイル等は必ず拭きとらなければならない。

36-9-6	 燃料補給は、車両がスタンドによって完全に支持された状況の下で行なわなけ
ればならない ( スタンドの構造・支持方法は問わない )。また、燃料補給中はそ
れ以外のすべての作業は禁止される（スクリーン清掃・ホイールのマーク合わせ
等も含む）。燃料補給中、ライダーはマシンに乗車していてはならない。

	 ※燃料補給作業とは、給油装置を燃料タンクに接続した状態を指す。
①	燃料補給を伴うピット作業を行う場合、ピット滞在時間が管理される。ピッ

ト滞在時間は最低 60 秒以上とする。

②	給油に携わるピットクルー全員は、化繊素材の服およびサンダルの着用は禁
止とする。公式車検時に検査を受けた服（綿 100％などの難燃素材）を着
用し、長袖・長ズボンであること。また顔面保護のためゴーグルまたはシー
ルド付きのヘルメットを装着することを強く推奨する。

	 ※予選レーススタート前および予選レース中の給油量の制限は行わない。

第 37 条	決勝選抜方法
33-3 で規定する11 時間決勝レース出場チームは、予選レースの正式結果に基づき、以
下の方法でクラスごとに選抜する。

37-1	 クラスごとの選抜台数は、次の方法により決定される。
①	参加受付台数が 3 台未満のクラスは、そのクラスを不成立とし、下記表の一つ上位の

クラスに統合されるものとする。
BRAVE
WT
WS
NST-NINJA
NST-R25
NST-CBR RR
NST-CBR
AT
NST-G310
NST-RC
AS

②	BRAVE が不成立の場合、WT に統合されることとする。
③	参加受付総台数に対する、クラス別参加受付数の構成比率を求める。
④	33-3 の規定により決定された台数を上記③により求めた構成比率で按分し、各クラ

スの選抜台数を決定する。小数点以下の台数が発生した場合、一旦切り捨てにてクラ
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ス別選抜台数を決定し、その上で、33-3 で規定された台数に満たない場合は、小数
点以下の台数の多いクラスから順に 33-3 で規定された台数に達するまで配分する。

⑤	④によって決定されたクラス別選抜台数が大会事務局より公示される。
⑥	最終的な各クラスの選抜台数は主催者にて決定される。
⑦	主催者により招待されるチーム、シード権を行使して出場するチームについては、上記

方法によるクラス毎選抜台数には加味しない。
⑧	全ての予選結果並びに決勝レース出場者の選抜に対する最終判断は、大会審査委員会

に委ねられる。
⑨参加受付台数が 77 台を超えたクラスの決勝選抜は、以下の方法で行う。

1）：	グリッド予選を複数組で実施する。
2）：	3 時間予選レースを複数組で実施する。組分けは、グリッド予選の結果を統合し、

総合ラップタイム順に交互に組分けを行う。
3)：	 グリッド予選時に各組の間で、著しく路面コンディション等に違いがあった場合は、

上記 2）の規定は適用せず、グリッド予選の組分けのままで 3 時間予選レースを
実施する。

4）：	組分けされた組ごとに予選レースを実施し、各組に配分された按分台数を選抜する。
5）：	組ごとの按分台数は、当該クラスに割り当てられた按分台数を原則均等に割った

台数とするが、均等に振り分けができない場合は、各予選レース組のポールポジ
ションの記録したグリッド予選最高ラップタイムを比較し、最も早いタイムを記録
しているチームの属する組から順に多く配分する。

⑩ウェイティング（繰り上げ出場）嘆願
	 予選通過チームの中から決勝レースに出場不可能なチームが発生し正式にリタイヤ届け

が提出された場合、ウェイティング嘆願を提出したチームの中から代わりの出場を認め
る。
1）：	ウェイティングを希望する者は、予選レース正式結果発表後1 時間以内に、大会

事務局へウェイティング嘆願書を提出すること。
2）：	リタイヤが発生した場合、リタイヤしたチームの属するクラスのウェイティング嘆

願提出者の予選順位順に出場を認める。
第 38 条	グリッド予選（11 時間決勝レース）

38-1	 登録された第 1ライダー・第 2 ライダーが行うものとする。指定された走行枠でのみ走行
すること。

38-2	第 3 ～第 6 ライダーは、指定された走行枠内で走行するものとするが、出走は義務付け
ない。また、そのラップタイムは予選タイムに採択されない。

38-3 	グリッド予選において走行中のライダーは、常にタイム計測が行われる。
38-4	グリッド予選に出走するライダーは、公式通知によって公示された予選開始時間 10 分前

までに、各指定ピットで待機し、競技役員によるライダー確認を受けなければ、グリッド
予選に出走できない。

38-5	グリッド予選終了後コースからピットへ戻る際、パークフェルメでエンジンをストップさせ、
手押しでパドックへ移動するものとする。
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第 39 条	11 時間決勝レース スターティンググリッド
第 37 条の規定に基づき選抜された 11 時間決勝レース出場車両のスターティンググリッ
ドは以下の順に決定される。

39-1	 主催者により招待されたチーム以外は、グリッド予選で、第 1ライダー、第 2 ライダーが
記録したそれぞれの最高ラップタイムを合算し、総合ラップタイム順に最大 77 番手まで
のグリッドが決定される。

39-2 全てのグリッド順の最終判断は大会審査委員会に委ねられる。
39-3 主催者により招待されたチームの車両については、上記 39-1 の後方へグリッド予選の最

高ラップタイム順に配列される。

第 5 章　決勝レース

第 40 条	決勝レース時間
	 決勝レース時間は11 時間とする。
　　　※ 8 月 26 日（土）14：30 スタート～19：00 中断（車両保管）　
		    翌 27 日（日）8：30 再開～15：00 レース終了予定

第 41 条	スタート前チェック
36-2 に準ずる。

第 42 条	スタート前の遵守事項
36-3 に準ずる。

第 43 条	スタート方法
36-4 に準ずる。

第 44 条	レース中のピット作業
36-5 に準ずる。

第 45 条	レース中の車両修理
45-1	決勝レースおよび公式予選中の車両の修理、調整、部品交換などは、競技車両に積み込

んである部品と工具、あるいはピットに準備してある部品と工具によって行なわなければ
ならない。また、ピット作業では、電動工具（扇風機含む）、タイヤウォーマーおよびエア
ツール（エアガンは除く）を使用してはならない。また、ピットガレージ内での作業は禁
止とする。

45-2	フレーム、クランクケース、ギヤボックスケース以外の全ての部品を交換することができる。
45-3	レース中、転倒により燃料タンクを破損した場合は、燃料タンク（燃料が空の状態のもの）

の交換が許可される。ただし、この場合のスペアタンクは所定の時間内に検査されたもの
とする。給油については第 48 条に従って行われる。サイレンサーを破損して交換する場
合も同様とする。
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45-4	ピット以外の地点で停車した車両に対して、その車両に積み込んであるもの以外の部品、
工具による修理、調整、部品交換を行うこと、および当該競技車両のライダー以外がそ
れらの作業にあたることは厳重に禁止される。

45-5	ピット以外の地点で 45-4 の作業を行うときは、他の車両の、走行の支障にならない場
所に停車しなければならない。

45-6	競技中の車両は、いかなる場合も他から援助を受けて押し出したり走行したりしてはなら
ない。ただし、競技役員が保安目的で車両を移動させたり処置する場合、当該車両のラ
イダーとピットクルーが救済措置のため運ばれてきた車両を自己のピット前まで運ぶ場合、
および自己のピットを通り越した車両を停車区域内に押し戻す場合はこの限りではない。

45-7	転倒等で車両にトラブルが発生して救済された車両は、再スタートに際し車検員による検
査を受けなければならない。

第 46 条	ピットサイン
36-7 に準ずる。

第 47 条	決勝時のライダー交替
47-1	 指名登録されたライダーの内、最低 3 名は必ず 1回は走行しなければならない。
	 燃料補給時は必ずライダーを交替しなければならない。
47-2	 国際ライセンスライダーは、チームとして最大 3 回までの走行に限られる（登録人数に関

わらず）。
47-3 	1 名のライダーが連続して走行できる時間は 90 分以内とする。
47-4	走行した後には引き続いて 30 分以上の休憩をとらなければならない。
47-5	 参加代表者はライダー交替をすみやかにピット審判員に届けなければならない。
47-6	 救済措置を受け、再スタートの際にライダー交替する場合は、その旨を、ピット審判員に

届けなければならない。

第 48 条	レース中における燃料補給
48-1	決勝レース中の燃料補給は各自のピット前にて行う。
48-2	給油装置は、主催者の貸与する給油装置のみ使用することができる。
48-3 	レース中において、車両の燃料補給の際、参加代表者は必ずピット審判員にその旨を報告

し、その了解を得なければならない。
48-4 	燃料補給中は必ずエンジンを停止すること。
48-5 	燃料補給中ピット要員1 名は必ず消火器（3.0kg 以上相当のもの1 本以上）（消火器に

ついては、参加代表者、ライダー、ピットクルーのいずれか1 名により代行してもよいも
のとする。※ヘルパーは不可）を持って作業中待機していなければならない。また、こぼ
れた燃料、オイル等は必ず拭きとらなければならない。

48-6	燃料補給は、車両がスタンドによって完全に支持された状況の下で行なわなければなら
ない ( スタンドの構造・支持方法は問わない )。また、燃料補給中はそれ以外のすべての
作業は禁止される（スクリーン清掃・ホイールのマーク合わせ等も含む）。燃料補給中、ラ
イダーはマシンに乗車していてはならない。
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	 ※燃料補給作業とは、給油装置を燃料タンクに接続した状態を指す。
①	 1 度のピットインでの燃料補給量は 5 リットル以下とする。5 リットルは、主催者が

貸与する給油装置を使用して 1回で給油できる量とする。
②	 燃料補給を伴うピット作業を行う場合、ピット滞在時間が管理

される。ピット滞在時間は、クラス毎に下表のとおりとする。ピッ
ト滞在時間は、下図の区間内に滞在している時間とする。

ピット滞在時間
 5 分間  Brave
 4 分間  WT
 3 分間  WS・ST-Ninja・ST-VTR・ST-R25
 2 分間  AT・ST-CBR
 1 分間  AS・ST-RC250・ST-G310R

③	 給油に携わるピットクルー全員は、化繊素材の服およびサンダルの着用は禁止とする。
公式車検時に検査を受けた服（綿 100％などの難燃素材）を着用し、長袖・長ズボ
ンであること。また顔面保護のためゴーグルまたはシールド付きのヘルメットを装着
することを強く推奨する。

※決勝レーススタート前の給油量の制限は行わない。

第 49 条	インターベーション（夜間休息時間）
決勝レースは公式通知で定められた時間で一旦インターベーションに入る。

49-1	 インターベーションの手順は以下の通りとする。
①	あらかじめ公式通知により定められた時間が経過した時点でトップの車両に対し、コン

トロールラインで「コチラフラッグ」が提示される。コチラフラッグの提示を受けた以
降は追い越し禁止となる。

②	その後コース上のいずれかよりセーフティーカーが介入し、トップ車両を先頭に先導走
行となる。

③	コチラフラッグの提示を受けた車両は、その提示を受けた順のまま先導走行の隊列に
つかなければならない。

④	隊列は先導走行のままピットインする。
⑤	隊列でピットインした車両はそのまま全車車両保管となる。その際、全ての車両の給

油は禁止され給油口の封印を行う。
⑥	コチラフラッグ提示時にピットインをしていた車両は、コチラフラッグ提示から10 分

以内に車両保管場所に車両を移動しなければならない。
49-2	インターベーションからの決勝レース再開手順は以下の通りとする。

①	あらかじめ公式通知により定められた時間に車両保管は解除される。
②	車両保管解除後、給油以外の整備が認められる。ただし競技役員が認めた場合を除き、

ブルー

（コチラフラッグ）



- 35 -

ピットガレージ内での整備は禁止される。
③	公式通知により定められた時間までに、メインストレート上のスタート位置に車両を手

押しにて移動させなければならない。ただし、49-1- ⑥に該当する車両は、ピットスター
トとする。

④	レース再開時のライダーは自由とするが、レース再開 1 時間間までに定められた方法
にて申告すること。

⑤	インターベーションからのレース再開は、セーフティーカースタートとする。
⑥	スタート 5 分前の時点で、セーフティカーの直後にて、5 分前ボードが提示され、セー

フティカーは黄色の回転等を点灯する。これ以降、通常のスタート進行同様の進行が
なされ、メインフラッグ台にてイエローフラッグが振動提示された後、隊列はセーフティ
カーの先導により走行を開始する。

⑦	走行開始後は、本規則第 50 条に規定されるフルコースコーション状態とみなす。
⑧	セーフティーカーは２周以上周回する場合がある。
⑨	セーフティーカー導入中はピットレーンよりピットアウトすることはできない。
⑩	フルコースコーション状態の解除は、本規則第 50 条に準拠し、メインフラッグ台から、

グリーンフラッグが振動表示され、シグナルブリッジにグリーンランプが点灯される。
各自が、コントロールラインを通過した時点でフルコースコーションは解除され、レー
ス状態に戻る。コントロールラインを通過するまでは、追い越しは厳禁とされる。

⑪	セーフティカー先導中の走行も決勝レース周回数としてカウントされる。
⑫	ピットスタートの車両は、フルコースコーション解除後、ピット出口の信号機の指示に

よりレースに復帰することができる。
⑬	フルコースコーション解除と同時に燃料給油が可能となる。

第 50 条	フルコースコーション（競技の一時中立化）
2017MFJ 国内競技規則付則 4 23-2 の規定に則る。

第 51 条	 競技の中断
51-1	 やむを得ない事情により、レースの続行が危険と判断された場合、競技監督は大会審査

委員会の指示または同意を得て走行中の全競技車両をただちに停止させることができる。
ただし、緊急の場合は競技監督の判断で停止あるいは、必要な処置をすることもある。

51-2 	全車停止の命令は、全ポストで赤旗を提示すること、またはレッドシグナルの点灯、また
はその両方の併用によって合図される。

51-3　①	競技中断の合図と同時に、走行中のライダーは、直ちに停止できる速度で最大限の慎
重さと注意をもって進み、指定の車両保管場所に停止しなければならない。また、中
断の合図が出された時点でピットロードを走行中のライダーは、ピットインしていたも
のとする。

　　　  ②	その場合に以下の事項を了解しているものとする。
a）	競技車両およびオフィシャル車両がトラック上にあるかもしれないこと。
b）	トラック上は完全に閉鎖されているかもしれないこと。
c）	天候の状態から、レース速度での走行は不可能になっているかもしれないこと。
d）	車両がピットレーンに入ることができないかもしれないこと。
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51-4	 競技中断の手順
	 競技中断の手順は競技中断の合図が出される前に、スタート時刻からの経過時間または、

先頭車両および先頭車両と同一周回を走行する全ての車両が何周終了していたかによっ
て異なる。

（A）ケース A：	先頭車両および先頭車両と同一周回数を走行する全ての車両が 3 周を完
走していなかった場合、車両はパークフェルメに停車すること。パークフェ
ルメに停止した車両のもとへ、1 台につき1 名のピットクルーが出向き、
スタンドなどで保持することが許される。

（B）ケース B：	先頭車両および先頭車両と同一周回数を走行する全ての車両が 3 周以上
を完了し、当初のレース時間の 2/3 未満（小数点以下は切り捨て）の経
過時間であった場合は、車両はパークフェルメに停車すること。パークフェ
ルメに停止した車両のもとへ、1 台につき1 名のピットクルーが出向き、
スタンドなどで保持することが許される。

（C）ケース C：	当初のレース時間の 2/3 以上（小数点以下は切り捨て）経過している場
合は、車両は事前に公示されたレース終了後の車両保管場所に停車するこ
と。また、レースは、競技が中断される前の周回をもって終了したものと
みなされる。

51-5	 中断された競技の再開
	 危険な状態が解消した場合、競技監督は大会審査委員会の同意を得てレースを再開する

ことができる。
（A）ケース A：

（1）	最初のスタートは無効とみなされる。
（2）	最初のグリッド表に記載されている車両は、全車再び元のグリッドよりスタート

することができる。
（3）	車両に対する作業
	 競技中断の合図が出された時点で、ピット作業中の車両は合図が出された以降

も引き続いて全ての作業を継続することができる。規定により、再スタートが
許される車両の内、パークフェルメに停車中の車両は禁止される。

	 ・燃料補給
	 ・タイヤ交換（競技監督が認めた場合を除く）

（B）ケース B：
（1）	競技は 2 つのパートに分けられたとみなされ、順位は第 1/ 第 2 パートでの周

回数を合算し、同一周回数の場合は第 2 パートの順位に基づき決定される。
（2）	第 1 パート（すでに行われたレースの部分）の順位は、競技中断の合図が出さ

れた周回（計時記録のある）の直前の周回終了時点の順とする。この場合主催
者は前のパートのレース結果、次のパートのレース時間、チェッカー時刻並びに
スターティンググリッドを公示する。

（3）	第 2 パートのグリッドは、第 1 パート終了時の車両の順位により配列されたグ
リッドとする。

（4）	競技が中断された時に公式にリタイヤしていない車両だけが再スタートの資格
を有する。

（5）	車両に対する作業
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	 競技中断の合図が出された時点で、ピット作業中の車両は合図が出された以降
も引き続いて全ての作業を継続することができる。規定により、再スタートが
許される車両の内、パークフェルメに停車中の車両は、第 2 パートのグリッド
表が発表され、競技役員の指示によりメインストレート上のセーフティーカー後
方のグリッドに着いた時点から、グリッド上にてピット作業を行うことができる。
ただし以下の作業は禁止される。

	 ・燃料補給
	 ・タイヤ交換（競技監督が認めた場合を除く）

51-6	 中断された競技の再開の手順
	 ケース A・ケース B いずれの場合においても、再スタート方法は、セーフティカー先導に

よるローリングスタートとする。その手順は以下の通りとする。
（1）	競技監督は競技再開時間を決定しピット放送並びに公式通知にて公示する。

パークフェルメに停車していた車両は、決定された競技再開時間の15 分前よ
り第 2 パートのグリッドへの移動が手押しにて開始される。自己のピット前で
作業を行っていた車両は、グリッドへの移動は許可されない。

（2）	パークフェルメに停車していた車両は、スタート 5 分前までに、グリッドへの
移動を完了しなければならず、それ以降は、自己のピット前にて作業を行ってい
た車両と共にピットスタートとなる。

（3）	スタート 5 分前の時点で、セーフティカーの直後にて、5 分前ボードが提示され、
セーフティカーは黄色の回転等を点灯する。これ以降、通常のスタート進行同
様の進行がなされ、メインフラッグ台にてイエローフラッグが振動提示された
後、隊列はセーフティカーの先導により走行を開始する。

（4）	走行開始後は、本規則第 47 条に規定されるフルコースコーション状態とみなす。
（5）	フルコースコーション状態の解除は、本規則第 47 条に準拠し、メインフラッ

グ台から、グリーンフラッグが振動表示され、シグナルブリッジにグリーンラン
プが点灯される。各自が、コントロールラインを通過した時点でフルコースコー
ションは解除され、レース状態に戻る。コントロールラインを通過するまでは、
追い越しは厳禁とされる。

（6）	セーフティカー先導中の走行も周回数としてカウントされる。
（7）	ピットスタートの車両は、フルコースコーション解除後、ピット出口の信号機の

指示によりレースに復帰することができる。
51-7	 タイムアタック・グリッド予選の中断
	 タイムアタック・グリッド予選中に競技中断の合図がなされた場合、合図提示から再開ま

での時間はロスタイムとして扱われる。また公式予選の再開は、ピットレーンよりスタート
審判員の指示に従ってコースインするものとする。

第 52 条	レース終了（予選レース・決勝レース）
52-1	 予選レース・決勝レースはスタート後あらかじめ決められたレース時間が経過した時点、あ

るいは公式通知にて示された終了時刻の時点で、先頭車両に対しチェッカーフラッグが振
られる。

52-2 	チェッカーフラッグは 6 分間表示される。
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第 53 条	順位および完走の認定（予選レース・決勝レース）
53-1	 順位認定は、コントロールライン上（ピットレーン上も含む）でチェッカーを受けて最終周

回を完了したチームに対して優先的に与えられる。
53-2 	順位は、レース終了時の周回数の多いチームから決定される。同一周回数の場合は、コン

トロールライン（ピットレーン上も含む）通過順位によるものとする。
53-3 	優勝チームの走行した周回数の 50％以上を走行したチームは、完走として認定される。
53-4 	ピットレーン上にもコントロールラインは存在するものとし、そのコントロールラインを通

過することによりチェッカーフラッグを受けることができる。
	 ※ピットレーン上のコントロールラインは、コース上のライン延長線上とする。
53-5	ピットレーンでチェッカーを受ける場合については、以下の規定を遵守すること。

(1)	乗車しているライダーは正規に登録されたライダーであること。
(2)	ライダーは車検に合格した装備を完全に装着していること。

53-6	チェッカーを受けられなかったチームの内、完走認定されたチームは、チェッカーを受け
たチームの後に順位付けされる。

第 54 条	レース終了後のパドックインと暫定表彰（予選レース・決勝レース）
54-1	レース終了後の手順は次のように行う。

(1)	チェッカーと同時にマーシャルカーがコースインする。
	 （優勝車両のライダーにフラッグを渡す）
(2)	チェッカーを受けたライダーは徐行し、コースを1 周する。
(3)	チェッカーを受けた全ての競技車両は、マーシャルカーの先導でコースを走行し、指

定された場所で停車する。
54-2	上位 1 位〜 3 位の全ライダーは、表彰ステージでの仮表彰式に速やかに出席しなければ

ならない。
54-3	チェッカーフラッグが提示された時点で、ピットインしていた車両の出走は禁止される。

第 55 条	入賞車両の車両保管および再車検（予選レース・決勝レース）
55-1	 レース終了後、完走したすべての車両は、車両保管解除の許可がでるまでパークフェルメ

または、指定された場所にて保管される。
55-2 	保管車両で、必要に応じ分解検査を行う場合は、その該当車両のライダーもしくは登録

されたピットクルーが分解しなければならない。
55-3 	再車検により規定違反があった場合は失格とする。
55-4 	車両保管解除発表後、競技役員は保管車両の責任は一切負わない。出場者は車両保管解

除と同時に保管車両を速やかに引き取らなければならない。

第 56 条	走行中の遵守事項
56-1	 走行中、ライダーは必ず右腕上部にライダー章を着用しなければならない。
	 ○第 1ライダー…赤色
	 ○第 2 ライダー…黄色
	 ○第 3 ライダー…緑色
	 ○第 4 ライダー…白色
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	 ○第 5 ライダー…桃色
	 ○第 6 ライダー…青色
56-2	いかなる場合もトラック上・ピットロード上を逆方向に走行してはならない。
56-3 	走行中、必要以上にハンドルから手を離したり、足をフットレストから離したり、外につ

き出したりするような危険な姿勢をとってはならない。
56-4 	走行中、車両はそれ自身が持つ動力、およびライダーの筋力、または重力などの自然現

象以外の方法で、走行したり、加速したりしてはならない。
56-5 	走行中他の人の援助をー切受けてはならない。他の人による援助とは、決められた位置

についている担当のピットクルーおよび業務執行中の競技役員以外の者が車両に触れる
ことをいう。

56-6 	走行中、車両にいかなる者も同乗させてはならない。
56-7 	事故または車両故障等でコース途中よりピットまで車両を押して戻る場合は、競技役員の

指示に従わなければならない。

第 57 条	妨害行為
57-1	 競技中ライダーは故意に他の車両の走行を妨害してはならない。また、明らかに重大な事

故の発生が予測できる危険な行為を行ってはならない。
57-2 	メインストレート、ダウンヒルストレート等トラック上のストレート部分では、追越す目的

の場合を除いて、走行車線の進路変更をしてはならない。
57-3 	上記 57-1・57-2 の違反判定に対する抗議は受付けられず、違反者に対しては大会審査

委員会が決定する罰則が適用され、重大な違反行為を行ったライダーは失格とされる。

第 58 条	ピットストップ
58-1	 ライダーが交替する時はエンジンを停止しなければならない。
58-2 	走行中、ピットガレージの中（シャッターより内側）、にマシンを入れた場合や閉めた場合

（シャッターを降ろした場合）、タイムアタック・グリッド予選中は走行終了、レース中におい
ては、リタイアしたものと判定される。このレースとはスタート前チェックが終了した時
点からのことを言う。

第 59 条	ピットインおよびピットアウト
59-1	 大会期間中を通じてピットロードの速度制限は 60km/h 以下とする。違反した場合は罰

則を科す場合がある。
59-2 	ピットインする車両は、ヘアピンコーナーを通過してから、コース右側に車両を寄せ、安

全を確認してから、ピットロードに進入しなければならない。このピットロードおよび減
速地域は 60km/h 規制に従い走行しなければならず、また、けっして補助区域、停車区
域を横切る目的以外で走行してはならない。
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59-3 	ピットガレージ前の部分（ピットレーン）は次の 3 つに区分される。

(A)	減速区域～ピットサインエリアとコース側黄色破線の間の部分。
	 ここはピットインおよびピットアウト専用の区域であり、徐行しなければならない。
(B) 補助区域～コース側黄色破線とコンクリート路面の間の部分。
	 ここは、減速区域から停車区域、あるいは停車区域から減速区域へ移動する時に通

過する区域である。
	 ※競技役員を除き、この区域にとどまることは禁止される。
(C)	停車区域～コンクリート路面とピットガレージまでの部分。
	 ここは、ピット作業のための部分であり、車両停車を行う区域である。

 

59-4	ピットロード出口（フラッグ台下）シグナルライトについて。
①	スポーツ走行、予選、決勝を通じて「レッドライト」が点灯しているときは、コースイ

ンしてはならず、「グリーンライト」が点灯しているときのみ、コースインすることがで
きる。

②	コースインは、走行車両との合流に対し、最大限の注意を払い、各自の責任において
行わなければならない。

59-5 	ピットアウトしてコースインするライダーは、第 2 コーナーを通過するまで、コース右側ラ
インに沿って走行しなければならず、その間、後方から近づく車両の走行を妨げてはなら
ない。
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第 60 条	停　止
60-1	 コース内で停止する場合には、ライダーはただちに車両をコースの脇に寄せ、他のライダー

の邪魔にならないようにしなければならない ｡
60-2 	コース内で、車両をコースの進行方向と逆に押したり、引いたりして車両を移動してはな

らない。ただし、競技役員の指示のある場合はこの限りではない。

第 61 条	 救済措置
61-1	 レース時に車両が停止した場合、競技役員による援助や、レッカー車によって車両をパー

クフェルメまで運ぶ救済措置をとることがある。この救済措置をうけることによって罰則
を受けることはない。
(1)	セフティーゾーンからの脱出
(2)	レッカー車によるパークフェルメまでの救済。

61-2	 パークフェルメまで運ばれた車両は、ライダーまたはピットクルーによって自己のピット前
の停車区域まで移動しなければならない。

61-3 	救済の方法、および救済に要する時間等の抗議は一切受付けられない。

第 62 条	リタイヤ
62-1	 事故または車両故障などの理由でリタイアする場合は、速やかにピット審判員に報告し、

用意してある用紙によってリタイア届けを提出しなければならない。
62-2	リタイア届けを提出した車両で、ピット審判員からそのレースに支障がない地点まで車両

を移動させることを指示された場合は、これに従わなければならない。
62-3 	レース中にピットガレージ内に車両を入れた時にはリタイヤとする。

第 63 条	抗　議
63-1	 正式に参加受理された参加代表者のみ抗議することができる。車両または車両検査に対

する抗議は、直ちにその意思を車検委員に伝えること。
63-2 	暫定結果に対する抗議は暫定結果発表後 30 分以内に限り受付けられる。
63-3 	車両に関する抗議はレース終了後 30 分以内に限り受付けられる。
63-4 	競技役員の判定に対する抗議は受付けない。
63-5 	抗議しようとするときは、抗議対象事実発生後すみやかに、定められた手続きによって大
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会事務局に申し入れをしなければならない。抗議手続きは、大会事務局に備え付けの抗
議申し立て書に記載し、1 件につき、抗議保証金 10,000 円、ガソリンに関する抗議保
証金は、100,000 円をそえて大会事務局に提出しなければならない。

63-6 	正式な手続きを踏んで提出された抗議申し立て書だけが受付けられ、大会審査委員会に
おいて審議される。

63-7 	大会審査委員会は、必要と認めた場合、証人をたて、その証言を求め、十分実情を調査
したうえで裁定を下す。

63-8 	大会審査委員会が下した裁定に対しては一切抗議することはできない。
63-9 	抗議が成立した場合のみ抗議保証金が返還される。
63-10	上記各項に定める以外については、MFJ 国内競技規則第 3 章 30 の定めに則る。

第 6 章　レース延期および中止

第 64 条	レースの延期および中止
64-1	大会審査委員会は、特別な事情が生じた場合、大会を延期あるいは中止することができる。
64-2	大会審査委員会の決定に対して全ての関係者は従わなければならない。
64-3 	大会の中止と参加料等の返却は、次の表のとおりとする。参加者は、その他一切の損害

賠償を主催者に請求することはできない。

対　象

優　勝

2 位

3 位

4 位

5 位

6 位

7 位

8 位

9 位

10位

11位～20位

21位～30位

31位～40位

41位～50位

51位～55位

正　賞 賞　金

トロフィー

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

メダル

〃

〃

〃

〃

100,000円

50,000円

30,000円

20,000円

20,000円

20,000円

15,000円

15,000円

10,000円

10,000円

̶

̶

̶

̶

̶

クラス別最多周回数賞

ブービー賞

トロフィー

̶

20,000円

10,000円

事 例

予選が１回も行われ
ず中止

出 場 料

選手受付した全員に
返却

共済会掛金

共済会の適用となる
練習走行が行われて
いなければ返却する

予選は行われ、決勝
グリッド発表後中止

決勝進出者のみ返却 返却しない

決勝スタートが行わ
れたのち中止

返却しない 返却しない

64-4	大会が延期になった場合、参加者が支払った参加料については、公式通知あるいは他の
方法にて示す。

第 7 章　参加者の遵守事項

第 65 条	クレデンシャルと駐車証
65-1	 交付される参加者のクレデンシャルは、競技会期間中、確認しやすい位置に必ず着用して

いなければならない。
65-2 	トランスポーターなどのサービスカーは大会事務局が交付する車両通行証を貼付してい

なければパドックへの通行および駐車ができない。
65-3 	パドックおよびツインリンクもてぎ内における通行、駐車、行動の指示は公式通知と案内

標識によって示され、参加者はこの指示に従わなければならない。
65-4 	交付されるクレデンシャルや車両通行証は他に貸与、転用また販売してはならない。貸与、

転用等した場合、罰則を科す場合がある。
65-5 	クレデンシャル、車両通行証を紛失または破損した場合は大会事務局に再交付の手続き
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をとり、再交付を受けること。ただし、再交付手数料 5,000 円を必要とする。
65-6 	参加受付終了後、何らかの理由で大会への参加を中止した参加者は、クレデンシャルと

車両通行証を速やかに大会事務局に返却しなければならない。
65-7 	クレデンシャル、車両通行証を偽造、または不正使用した場合は重大な罰則が科せられる。

第 66 条	ピットの使用
66-1	 大会期間中の使用ピットは原則として大会事務局によって割当てられる。
66-2 	ピット内は清潔を保ち、器材を整頓し、火災防止に努めなければならない。（火気厳禁）
66-3 	ピットガレージのコース側のシャッターは、走行時間中は常に開けておき、ピット内の黄

色の破線からコース側は当該走行者用のスペースとして、空けなければならない。
66-4 	割当てられたピットを参加者相互で交換・変更するときは、チーム監督または参加代表者

が互いに了承しあったうえで必ず大会事務局に申し出て許可を得なければならない。ただ
し、変更届の提出期限は、決勝スタート時刻の 2 時間前までとする。

66-5	ピットおよびパドックに関する違反を犯した場合、罰則が科せられる。
66-6 	ピット（グランドスタンド側）の看板取付け
	 (1)	大会期間中、自チームのピットガレージ前（ピットロード側）にライダー名、チーム名

等を記入した看板の取付けを認める。同一ピットガレージで複数の参加者が取り付け
を希望した場合、参加者が互いに了承しあったうえで取り付けること。

	 (2) 看板の大きさはタテ 45cm 以下、ヨコ150cm 以下とする。
	 (3) 看板の素材は、布・ビニール等の可燃性の高い物、ばたつきがある物は避けること。
	 (4) 決勝レース終了後は速やかに撤去するものとする。
66-7	 その他詳細については大会事務局へ問い合わせること。

第 67 条	参加者の遵守事項
67-1	 すべての参加者は、競技会期間中は競技役員の指示に従わなければならない。
67-2 	バイク･スクーター ･ 自転車などを使用しての移動はマナー・モラルを守ること。バイク・

スクーターは必ずヘルメットを被ること。2 人乗りは禁止とする。マナー・モラルを守れ
ない場合チームに罰則を科す場合がある。

67-3 	参加者は、スポーツマンシップにのっとったマナーを保たなければならない。
67-4 	参加者は、主催者、大会後援者、大会審査委員会および大会役員の名誉を傷つけるよう

な言動をしてはならない。
67-5 	参加者は、競技中または競技に関係する業務についているときは、薬品などによって精

神状態をつくろったり、飲酒してはならない。
67-6 	許された場所以外での喫煙は厳禁とする。ピットガレージからコース側および、第一パドッ

ク内については、火気厳禁とする。
67-7 	大会事務局の許可なく、ピット・パドックの占有をしてはならない。（ガムテープ・タイヤ

等による場所取りをした場合、荷物を撤去する場合がある。）
67-8 	使用済みのタイヤは、パドック等に放置せず必ず参加者が持ち帰ること。
67-9 	チーム監督は、自身の言動はもちろん、自チームのライダー、ピットクルー、ゲストなど

全員の行動について責任を持たなければならない。トラブルが生じた場合は、失格、退
場等の罰則を科す場合がある。
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67-10	 ブリーフィングには、出走するライダー全員の出席が義務付けられる。遅刻／早退／欠席
した場合、罰則が科せられる。日時・場所ならびに対象者が指定される場合は公式通知
に示す。

67-11	負傷した際は、必ずサーキット内メディカルセンターにて診断を受けなければならない。 
受診していない場合、共済会の適用から除外される。
●負傷時の指定病院

（1）	獨協医科大学病院
	 栃木県下都賀郡壬生町北小林 880
	 TEL:0282-86-1111

（2）	自治医科大学付属病院
	 栃木県下野市薬師寺 3311-1
	 TEL:0285-44-2111

（3）	芳賀日本赤十字病院
	 栃木県真岡市台町 2461
	 TEL:0285-82-2195

（4）	水戸済生会総合病院
	 茨城県水戸市双葉台 3-3-10 
	 TEL:029-254-5151

（5）	水戸医療センター
	 茨城県東茨城郡茨城町桜の郷 280 
	 TEL:029-240-7711
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第 8 章　賞　典

第 68 条	賞　典
68-1	 賞典は以下の表の通りとする。

対　象 正　賞 賞　金
優　勝 トロフィー 100,000 円
2　位 〃 50,000 円
3　位 〃 30,000 円
4　位 〃 20,000 円
5　位 〃 20,000 円
6　位 〃 20,000 円
7　位 〃 15,000 円
8　位 〃 15,000 円
9　位 〃 10,000 円
10 位 〃 10,000 円

11 位〜 20 位 メダル ー
21 位〜 30 位 〃 ー
31 位〜 40 位 〃 ー
41 位〜 50 位 〃 ー
51 位〜 55 位 〃 ー

クラス別最多周回数賞 トロフィー 20,000 円
ブービー賞 ー 10,000 円

	 【20th Anniversary 賞】
名　称 対　象 正　賞 賞金・副賞 備考

ジャスト 20th 賞 11 時間決勝グリッド 20 位 トロフィー 200,000 円
ジャスト 20th 賞 11 時間決勝 20 位 トロフィー 200,000 円

11 時間決勝 
Lap Award 毎 Lap 20 位 ー 1,000 円 /１Lap ※ 1

20 回パーフェクト賞 20 回連続出場 トロフィー もて耐エントリー
無料券（2 回分） ※ 2

※1	 決勝レース中または決勝レース終了後に失格チームが発生した場合、順位の繰上げ
等は行わない。なお、失格したチームが LapAward の対象チームであった場合、
その周回の賞の対象者はなしとする。	

※ 2	 エントリー無料券は、2018 年以降の大会で使用できる。	
	 エントリー無料券には保険料は含まない。

68-2	予選参加台数が少数の場合は下記の通り制限する。
台　数 賞典の対象

20 台以下 10 位まで
21 〜 30 台 15 位まで
31 〜 40 台 20 位まで
41 〜 50 台 25 位まで
51 〜 60 台 30 位まで

68-3	仮表彰式に出席しなかった場合は正賞副賞ともに受賞の権利を放棄したものとみなされ
る。
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68-4	決勝レース終了後一週間以内に賞金振込先記入用紙を大会事務局へ送付すること。期限
内に提出されない場合は賞金受け取りの権利を放棄したものとする。

第 69 条	特別賞
	 特別賞は、公式通知にて公示する。

第 9 章　主催者の権限

第 70 条	主催者の権限
	 主催者は次の権限を有するものとする。
70-1	 参加申し込み受付に際して、その理由を示すことなく、参加者、ライダー、ピットクルー

を選択あるいは参加を拒否することができる。
70-2 	競技監督が必要と認めた場合、ライダーに対し、指定医師による健康診断書の提出を要

求し、競技出場の健康上の理由による可否を最終的に決定することができる。
70-3	参加受付後であっても、競技監督が必要と認めた場合、ライダーに対し、指定医師による

診断を受けるよう、要求する場合がある。ライダーがこれを拒否した場合、また、診断の
結果走行に適さないと判断された場合は、当該ライダーの指名登録を取り消す場合があ
る。この決定に対する抗議は認められない。

70-4 	レースナンバーの指定、あるいはピットの割当等にあたり、各参加者の優先順位を決定す
ることができる。

70-5 	やむを得ない理由により、公式プログラムの印刷に間に合わなかったライダーの指名登録
または変更について許可することができる。

70-6 	すべての参加者、ライダー、ピットクルーの肖像権およびその参加車両の音声、写真、映
像など、報道、放送、放映、出版、広告に関する権限を有し、この権限を第三者が使用
することを許可できる。	

70-7 	5 チーム以内の範囲で決勝出場者を招待することができる。この件に際しての抗議は一
切受付けない。

70-8 	公序良俗に反する言動がある参加者に対しては、選手受付後であっても参加を拒否するこ
とができる。

第 10 章　損害の補償・大会役員の責任

第 71 条	 損害の補償
71-1	 車両の破損
	 参加者は、車両が競技役員によって保管されている期間をのぞき車両およびその附属品

が破損した場合、その責任を各自が負わなければならない。
71-2 	損傷の責任
	 競技会開催期間中、またはその前後に起きたライダーおよびピットクルー、ヘルパーの損

傷は自らが責任を負うものとする。
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第 72 条	大会役員の責任
	 参加者、ライダーおよびピットクルーは主催者・大会役員・競技役員が一切の損害補償の

責任を免ぜられていることを知っていなければならない。すなわち大会役員はその職務に
最善を尽すことは勿論であるが、もしその行為によって起きた参加者、ライダー、ピット
クルーおよび車両等の損害に対して、大会役員は一切の補償責任のないことをいう。

第 11章　本特別規則の適用と補足

第 73 条	本特別規則の解釈
	 本特別規則および本競技会に関する公式通知や諸規則の解釈についての疑義がある場

合、参加者は文書によって質疑申立てができる。質疑に対する回答は、大会審査委員会
の解釈または決定を最終的なものとして関係当事者に口頭で通告される。

第 74 条	公式通知の発行
	 本規則に記載されていない競技運営上の細則や、参加者に対する指示、本規則発表後に

生じた必要指示事項は、公式通知によって示される。公式通知は、
(1)	参加代表者の住所に郵送される。
(2)	コントロールタワー前のレースリザルト掲示板に掲出される。
(3)	公式予選後、あるいは公式予選や決勝レース前など必要に応じて招集されるライダー

ズブリーフィングで指示される。
	 以上の方法によって参加者に通告される。

第 75 条	大会事務局の連絡先
	 〒 321-3597 栃木県芳賀郡茂木町桧山 120-1
	 TEL.0285-64-0200　FAX.0285-64-0209
	 ツインリンクもてぎ　モータースポーツ課内
	 “もて耐”大会事務局

第 76 条	本特別規則の施行
	 本特別規則は、第 1 章第 1 条に示される競技会に適用されるもので、競技会の参加申し

込み受付け開始と同時に有効となる。

2017 もてぎオープン 11 時間耐久ロードレース“もて耐”
大会事務局
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付則 1

2017 もてぎロードレース選手権大会特別規則抜粋（適用項目のみ記載）

ST250/ST150 クラス車両規定
以下の規定以外は第 36 条 2017 ツインリンクもてぎロードレース車両規則基本仕様に準じる。
全ての車両は全ての要素において本仕様に適合していなくてはならない。本規則に明記されてい
ない、または許可されていないものについては一切改造、変更は許可されない。ただし公認さ
れた車両が本規則の仕様に合致しない場合は、公認車両の仕様が優先される。
用語の定義：	改造＝	オリジナルパーツ（車両公認時に装着されたもの）に対し切削、追加、研

磨を行う行為
	 変更＝	オリジナルパーツ（車両公認時に装着されたもの）を、他のパーツに置き換

える行為
	 材質＝	「鉄、アルミニウム、マグネシウム、カーボンなど」の分類を指し、製造方

法まで規制するものではない。各材質は、各々の材質を主成分としたもの
である。材質については、必要に応じて製造方法も併記して規制の運用を
行う。

	 素材＝	材質と製造方法を含む。

7. 仕様
7-2	 安全確保のため、改造・変更が義務付けられる事項
7-2-1	 スロットルグリップは、手で握っていない時、自動的に閉じるものでなくては

ならない。
7-2-2	 キルスイッチは、ハンドルを握ったまま操作できる位置に取付けること。
7-2-3	 電動式フュエルポンプがついている車両は、転倒したときにポンプが自動的

に停止するための回路遮断システムを備えていなければならない。
7-2-4　	 クローズドブリーザーシステム
7-2-4-1	 全ての車両はクローズドブリーザーシステムを採用しなければならない。オイ

ルブリーザーラインはエアクリーナーボックスまたはエアクリーナーボックス
およびオイルキャッチタンクに連結され、これに排出される構造となっている
こと。

7-2-4-2	 エアクリーナーボックスで 1000cc のオイル受け容量を確保できない場合、
適切な材質でできたオイルキャッチタンクを取り付けることとし、合計で
1000cc 以上を確保していなければならない（エアクリーナーボックス単体で
1000cc 以上確保できる場合は、オイルキャッチタンクの装着は免除される）。

7-2-4-3	 エアクリーナーボックスのオイル受け容量は、エアファンネルもしくは吸入口
の一番低い所の水平線より下の容量とする。

7-2-4-4	 エアクリーナーボックスの下部に排出穴が開いている場合、オイルが受けられ
るように塞がれていなければならない。 

7-2-4-5	 エアクリーナーボックスおよびオイルキャッチタンクは、競技前に空にしなけ
ればならない。
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エア吸入口

ブリーザー室

Ⓐ
Ⓐ拡大図

オイルキャッチ
タンク

４ストロークエンジンのブリーザーシステム

エアファンネルの一番底の
箇所の水平線

エアクリーナボックスの容量
エアファンネルの一番底の箇所、
もしくはエア吸入口がエアファン
ネルの一番低い箇所の水平線より
も下にある場合はそこを基準とす
る。

エア吸入口

エアファンネルよりエア吸入口が
低い場合のみ適用。

7-2-5	 オイルドレーンプラグおよび供給パイプすべてのドレーンプラグはワイヤー
ロックされなければならない。外部のオイルフィルター・スクリューおよびボ
ルトでオイル・キャビティに進入するものは、安全にワイヤーロックしなけれ
ばならない

	 （例：ドレンボルト、オイルフィラーキャップ、レベルゲージ、オイルフィルター、
水冷オイルクーラーボルト等）。　　　　　　　

	 ワイヤーロックするための穴あけ加工は認められる。エンジンクラッチおよび
ACG カバーにあるメンテナンス用キャップについては、ワイヤーロックするか
接着テープによる脱落防止が推奨される。

7-2-6	 燃料タンクブリーザーパイプがついている車両は、ノンリターンバルブを燃料
タンクブリーザーパイプに取りつけなくてはならない。これは、適切な材質で
できた最低容量 250 ㏄のキャッチタンクに放出されるようになっていなくて
はならない。

7-2-7	 燃料タンクフィラーキャップは閉じた状態で漏れないようになっていなくては
ならない。

7-2-8	 ラジエターオーバーフローパイプがついている車両は、最低容量 250 ㏄以上
のキャッチタンクを取付けなくてはならない。

7-2-9	 リヤスプロケットガード 
7-2-9-1	 チェーンとリヤスプロケットの間に、身体の一部が誤って挟まれることのない

ように、リヤスプロケットガードを取り付けなくてはならない。 
7-2-9-2	 そのガードは、スプロケットとドライブチェーンの噛合部をカバーすることとし、

その材質は、アルミニウム、頑強なプラスチックまたは樹脂とし、その取り付
け方式は、スイングアームにボルト・オンまたは溶接し、安易に脱落したりし
ないよう確実に固定しなければならない。

7-2-9-3	 形状はチェーンとスプロケットの間にライダーの手足が巻き込まれないという
目的にかなったもので、かつシャープエッジでないこと。 

7-2-9-4	 スイングアームとリヤスプロケットガードを兼ねることは認められる。 
7-2-9-5	 リヤスプロケットガードの板厚は最低２㎜なければならない。 
7-2-9-6	 フロントスプロケットガード
	 車両公認時のスプロケットガードが装着されていなければならない。　　　　
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　	 逆シフトにしようとする際、フロントスプロケットガードに干渉する
場合は最小限のカットは認められる。本来の機能が果たせない場合は不可と
なる。 

7-2-10	 ハンドルストッパー
	 ライダーの指が挟まれないようにするために、ハンドルを左右いっぱいに切っ

てもハンドルバー（レバーを含む）と燃料タンクの間に最低 30 ㎜の間隔があ
るように、ストッパー（ステアリングダンパー以外のもの）を取りつけなくては
ならない。

　　	 ステアリングダンパーのハンドルストッパーとしての使用は認められない。
7-3	 レースのために変更、改造、チューニングが許可される部分
7-3-1	 フレーム
7-3-1-1	 リヤサブフレームにボルトオンされたアクセサリーの取り外し
7-3-1-2	 ステアリングダンパーおよびフェアリング、シートカウル取り付け目的のための

ステーおよびブラケットの追加と穴あけは認められる。
7-3-1-3	 全てのフェアリングステーは、部分的に変えたり、交換してもよい。
7-3-1-4	 転倒時に車両のダメージを最小限に抑えるためフレームにプロテクティブコー

ンの取り付けは可。

30°以内 

20°以内 

100°以上 
45°以上 
60°以内 

100mm以内 

100mm以上 

20mm以上 

150mm以内 

20°以内 

120°以上 

半径19mm以上の球状 

30mm以上 

450mm以内 

15°以上 

0～85c.c. 400mml 
85c.c.以上 450mml

半径8mm以上の球状 
50°以上 

フレーム 
  シートレール 
（削除・変更可） 

※シートサポートはボルトオンの場合はフレームとみなさない。 

フレーム基本骨格 

C/L

FR

ダクト面 

20mm
ラジエター 

取付け部カウル面 
（ダクト面等で落ち込んでい
る場合はカウルの仮想面） 

7-3-1-5	 プロテクティブコーンを取り付けた場合、プロテクティブコーンの突き出し量
はフェアリングの表面から 20 ㎜以上突き出してはならない。また、プロテク
ティブコーンの R は10R 以上とする。

7-3-1-6	 サイドスタンド／メインスタンドのブラケットのカットは許可される。
7-3-2	 スタンドブラケット
7-3-2-1	 フロントホイールスタンドを取り付けるためのブラケットはフレーム、エンジン

ブロックにボルト止めされなければならない。
7-3-2-2	 リヤホイールスタンドのブラケットは、リヤフォーク（スイングアーム）に取り

付けるための加工または、ボルト止めが認められる。但し必要以上に長く鋭角
なものは安全上使用が認められない場合があるので注意すること。

7-3-2-3	 ブラケットを取り付けするためのフェアリングのカットは認められる。ただし、
ブラケットとフェアリングのクリアランスは５㎜以上なければならない。

7-3-3	 フロントフォーク
7-3-3-1	 フロントフォークのアウターチューブ、インナーチューブは公認車両時の状態

に維持されなくてはならない。アウターチューブの表面塗装の変更は認められ
る。
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7-3-3-2	 フロントフォークの内部パーツはバルブ形式を変更しない範囲で、改造または
変更する事ができる。

7-3-3-3	 フォークキャップは、外部から調節できるように改造、または交換することが
できる。

7-3-3-4	 上部と下部のフォーククランプ（三叉、フォークブリッジ）は、公認車両時の
ままに維持されなくてはならない。

7-3-3-5	 ステアリングダンパーを追加する、またはアフターマーケットダンパーに変更
することができる。

7-3-3-6	 ステアリングダンパーは、ステアリングロック・リミティングデバイスとしての
役割を果たしてはならない。

7-3-3-7	 車高調整を目的としたフロントフォークの上下の取りつけ位置の調整。
7-3-3-8	 サスペンションフルードの変更。
7-3-3-9	 ダストシールの改造、変更、取り外しを行なうことができる。
7-3-4	 リヤフォーク（リヤスイングアーム） 
7-3-4-1	 リヤサスペンション・ユニットは変更、または改造することができる。フレー

ムとリヤフォークのアタッチメントは車両公認時の状態に維持されなくてはな
らない。ただし、シム追加による車高調整は認められる。
〈推奨事項〉
公認車両時のリヤサスペンションを使用する場合の車高調整は以下の調整範
囲を守ること。ST250 の車両は、一般公道用車両がベースであり、車種ご
とに構造上／安全上の観点から、下記の範囲内にて調整を行なうこと。

銘柄 車種 車高調整方法

ホンダ
VTR250/CBR125R 調整機構なし
CBR250R シム追加による手法で５㎜以内

カワサキ Ninja250R/Ninja2 50/Z250 調整機構なし
メガリジャパン Negelli250r 調整機構なし
アプリリア AprilliaRS4 125 調整機構なし
ヤマハ YZ F-R25 調整機構なし

	 ※各エントラントがメーカーオプション以外の調整用シムを製作する場合は、
その材質・寸法等の仕様について各メーカーの指示に従うこと。

7-3-4-2	 リヤサスペンションのスプリングおよびカラーは変更できる。 
7-3-4-3	 リヤサスペンション・リンケージは、公認車両時の状態に維持されなくてはな

らない。 
7-3-4-4	 リヤスプロケットガードの取り付け、および取り付け目的の加工。 
7-3-4-5	 リヤサスペンションの残ストローク量確認を可能にするためにリヤショックカ

バーの取り外しは認められる。 
7-3-4-6	 サスペンションフルードの変更
7-3-5	 エキゾーストパイプおよびシステム 
7-3-5-2	 エキゾーストシステム 
7-3-5-2-1	 音量規制値以内であれば、エキゾーストパイプおよびサイレンサーを交換、ま

たは改造してもよい（エキゾーストパイプにはチタン、カーボンの使用はでき
ない。ただし、サイレンサーには、チタン、カーボンの使用は認められる）。
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サイレンサーの数、および 配置は公認 車両から変 更が認められる（例：
4into2 から 4into1 への変更、左右１本出しから片側２本出しへの変更など
は許可される）。

7-3-5-2-2	 サイレンサーを変更する場合、ステーの交換および取り付け位置の変更も認
められる。チタン、カーボンのステーの使用は禁止される。

7-3-5-2-3	 エキゾーストパイプを交換した場合、遮熱板の追加は許可される。
7-3-6	 ブレーキ
7-3-6-1	 前後ブレーキパッドとホースの変更
7-3-6-4	 フロントとリヤのブレーキディスクは変更しても良いが、車両公認時に装着さ

れているキャリパーおよびマウンティングに合うものでなければならない。た
だし、外径とベンチレーションシステムは本来マニファクチャラーが公認マシ
ン用に製作した状態に維持されなくてはならない。インターナルベンチレイ
テッド（内側でベンチレーションを行う）ディスクは許可されない。

7-3-6-5	 交換されるブレーキディスクの材質は、鉄（SUS 含む）のみ認められる。
7-3-6-6	 フロントとリヤブレーキキャリパー（マウント、キャリア、ハンガー）は、車両

公認時のものでなければならない。公認車両に ABS 仕様が設定される場合
は、マウントを変更しない範囲でノーマル仕様との互換性が認められる。

7-3-6-7	 ブレーキパッドスプリングの取り外しおよび加工は認められない。ブレーキパッ
ド脱落防止のためにβピン付きのパッドピンを使っている場合は、βピンにワ
イヤーロックをしなければならない。βピンの交換は許可される。

7-3-6-8	 ブレーキキャリパー脱落防止のためのワイヤーロックを目的としてキャリパー
ボルトへの穴あけが認められる。

7-3-6-9	 車両公認時においてキャリパー用ラインの分岐点がロワーフォークブリッジよ
り下にある場合であっても、レース出場のためにはロワーフォークブリッジより
上に変更しなければならない。 

7-3-6-10	 フロントとリヤのブレーキリザーバータンクステー取り付け位置の変更／追加
を認める。 

7-3-6-11	 車両には、他の車両との接触等の場合にブレーキレバーが作動しないようにブ
レーキレバープロテクションを装備することを推奨する。ただし、スロットル
グリップの作動に支障がないように注意すること。

7-3-7	 タイヤ、ホイール
7-3-7-1	 スピードメーター駆動部の取り外しとスペーサーの変更
7-3-8	 フットレスト・チェンジレバー・ブレーキペダル
　　	 フットレストは改造・変更されてよいが、下記条件を満たさなければならない。

ただし車両公認時から改造・変更しない場合は、突起物を取り外し車検長の
許可を得れば、下記仕様を満たさなくても使用できる。

7-3-8-1	 ブラケットの改造、変更によりフットレスト／フットコントロールの位置は移動
してもよいが、ブラケットは元の取付け位置に固定しなければならない。

7-3-8-2	 フットレストの先端は、中空でない一体構造の最低半径８㎜の球状でなけれ
ばならない。

7-3-8-3	 フットレストは折りたたみ式でもよいが、この場合は自動的に元の位置に戻る
仕組みになっていなくてはならない。
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7-3-8-4	 折りたたみ式でないフットレストの先端には、アルミニウム、プラスチック、
テフロンあるいはそれと同等の材質でできた先端（プラグ）が固定されなくて
はならない（最低半径８㎜以上）。

7-3-9	 ハンドルバー、レバー類
7-3-9-1	 ハンドルバーの交換および取り付け位置の変更（パイプからセパレートへの変

更も認められる）。
7-3-9-1-1	 セパレートハンドルはブラケットとバーが一体式でも別体式でもよい。
7-3-9-1-2	 ハンドルバーの末端が露出している場合は、固形物質を詰めるかゴムまたは、

プラスチック素材のものでカバーされていなくてはならない。
7-3-9-1-3	 ハンドルバーの最低幅は 450 ㎜とする。
7-3-9-1-4	 ハンドルバー・クランプは、ハンドルバーが折れやすい部分ができないように、

丸みをつけて製作しなくてはならない。
7-3-9-1-5	 軽合金ハンドルバーの溶接による補修は禁止される。
7-3-9-2	 ブレーキレバー／クラッチレバー（ホルダーを含む）およびブレーキ／クラッチ

ケーブル／スロットルケーブルの変更は認められる。
7-3-9-3	 ブレーキレバーに関しては、調整機構つきのものも認められるが、リモート式

への変更は許可されない。
7-3-9-4	 ハイスロットルのためのスロットルホルダーの変更
	 スロットルハウジングとスイッチ一体式のものは別体式のホルダーへの変更も

認められる。
7-3-9-5	 すべてのハンドルバー・レバー（クラッチ、ブレーキなど）は、原則として先端

がボール状（このボールの直径は最低 19 ㎜とする）となっていなくてはなら
ない。このボールの上下の面は平らでもよいが、どのような場合においても先
端は丸められなくてはならない（平らな部分の厚みは最低 14 ㎜とする）。この
先端部分は、レバーと完全に一体となっていなくてはならない。

7-3-10	 ボディワーク（フェアリング、ウィンドスクリーン、エアダクト）
7-3-10-1	 アフターマーケットのものに変更することができる。外観の変更も認められる。
　　　	 公認車両にカウルが装備されていない場合はナンバープレートを兼ねたアッ

パーカウルと、規定のオイル量を保持できるアンダーカウルおよびそれらを取
り付けるためのステーの追加が認められる。ただし、アッパーとアンダーが別
体式カウルを追加する場合は、取り付けはアッパーカウルとアンダーカウルは
個々に独立して保持される構造になっていなければならない。アッパーとアン
ダーがファスナーにて連結されるフルカウルタイプを追加する場合は、アッパー
カウルが車体に固定され、アンダーカウルも少なくとも１ヶ所は、車体に固定
されなければならない。

7-3-10-1-2	 カーボン、ケブラー材の使用は認められない。
7-3-10-1-3	 フェアリングを交換した場合、フェアリングの吸気口のメッシュフィンは付いて

なくても良い。
7-3-10-1-4	 フェアリングとエアボックス間を通るオリジナルのエアダクトは、改造または

交換が許可される。カーボン／ケブラー材の使用は禁止される。
7-3-10-2	 取り付けブラケットの改造・変更
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7-3-10-3	 ウインドスクリーンエッジ、また、その他のすべてのフェアリングの露出した部
分のエッジは丸められていなければならない。

7-3-10-4	 フロントフェンダーはアフターマーケットのものに変更することができる。カー
ボン／ケブラー材は使用できない。

7-3-10-5	 リヤフェンダーの形状変更、追加・削除することができる。カーボン／ケブラー
材の使用は認められない。

7-3-10-6	 フェアリング下部はエンジン破損時にエンジン内のオイルとエンジンクーラン
ト容量の最低半分（最低 2.5 リットル）を保持できる構造とする。フェアリン
グ下部の内側には、オイルを吸収する難燃性の素材が貼られても良い。

7-3-10-6-1	 フェアリング下部の端部は、一番低いところから最低 50 ㎜の高さまでなけ
ればならない（図 B 参照）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

最低50mm
オイル溜まり 

オイル溜まり 

7-3-10-6-2	 フェアリング下部には、直径 20 ㎜（許容誤差＋５㎜）の水抜き用の孔を最低
１個設けなければならない（孔は２個までとする）。

7-3-10-6-3	 この孔はドライコンディションの時には閉じられ、競技監督がウエット・レース
を宣言した場合、開けなければならない。

7-3-11	 シート・シートカウル
　　　　　　　オプションのシングルシートまたはアフターマーケットのものに変更できる外

観の変更も認められる。カーボン／ケブラー材の使用は認められない。
7-3-12	 シリンダーおよびシリンダーヘッド
　	 シリンダーおよびシリンダーヘッドは、公認車両の状態に対して切削、追加、

研磨をしてはならない。ボルト・オンの排気ガス対策用センサー類はシーリン
グプラグ（ボルト）への変更が許可される（材質はチタン禁止）。カーボン除
去のみ認められ、シリンダーヘッドの研磨は一切認められない。

7-3-14	 ラジエターおよび水温計
7-3-14-1	 ラジエターの交換・サブラジエターの追加が認められる。
7-3-14-2	 ラジエターブラケット（ステー）の変更。ただし材質は公認時と同じものか鉄

またはアルミニウムとする。
7-3-14-3	 ラジエターに導風板を取り付けることは認められる（カウル内部形状の変更は

可）。
7-3-14-4	 ラジエターとエキゾーストマニホールドの間に遮蔽板を取り付けることは認め

られる。
7-3-14-5	 冷却のためのフェアリングへのドリルによる穴あけは認められる（直径 10 ㎜

以下に限る）。
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7-3-14-6	 サーモスタットの交換・取り外しとスぺーサーへの変更は認められる。
7-3-14-7	 水温計（センサー含む）の追加および変更
7-3-15	 排気ガス対策部品
7-3-15-1	 エンジン内部以外の排気ガス対策装置の取り外し（エンジン外部に装備され

たパイプ・チューブ類を取り外し、回路を閉塞すること）。
7-3-16	 クラッチ
	 クラッチスプリングの変更
7-3-17　　　キャブレター
　　	 ジェット類、およびニードル類のみ変更が許可される。
7-3-17-1	 キャブレターの温水配管の取り外し
7-3-18	 フュエルインジェクション
7-3-18-1	 スロットルボディは、公認モデルの標準ユニットでなければならない。
7-3-18-2	 インジェクターは、公認モデルの標準ユニットでなければならない。年式違い

のインジェクターの使用は認める。
7-3-18-3	 エアファンネルの交換は認められないが、公認車両に装備されたクローズドブ

リーザーシステムを維持した範囲でエアファンネルの改造が認められる。
7-3-18-4	 バタフライの交換・改造は禁止される。バタフライが複数配置されるスロット

ルボディにおいては、スロットルグリップと連動しないバタフライについては、
機械的に固定することが認められる。

7-3-18-5	 フュエルインジェクション・マネージメント・コンピューターアッセンブリーお
よびフラッシュ RAM は変更してもよい。

7-3-18-6	 燃料ポンプ、およびプレッシャーレギュレーターは公認時の状態でなければな
らない。

7-3-18-7	 エレクトリック、またはメカニカル・エンリッチングデバイスは、作動しないよ
うにすることができる。また、そのためにデバイス本体を取り外すこと、およ
びそのための変更は許可される。

7-3-18-8	 メカニカル・エンリッチングデバイスの温水配管の取り外しも認められる。
7-3-19	 燃料供給
7-3-19-1	 フュエルラインの変更
7-3-19-2	 フュエルベントラインの変更
7-3-19-3	 フュエルフィルターの追加・変更
7-3-20	 ワイヤーハーネス
　　	 ワイヤーハーネス（スイッチを含む）の改造、変更
7-3-21	 スプロケット／チェーン
　　	 フロントスプロケット、リヤホイールスプロケット、チェーンのピッチならびに

サイズは変更できる。
7-3-22　	 エンジンレブリミッター／スピードリミッター
　　　	 エンジンレブリミッター／スピードリミッター（イグナイター含む）の変更
7-3-23	 点火時期／スパークプラグ
7-3-23-1	 スパークプラグ、プラグキャップの変更
7-3-23-2	 ハイテンションコードの変更
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7-3-23-3	 点火時期の調整
7-3-24	 ボルト、ナット類
7-3-24-1	 ボルト、ナット類の変更。ただし同じ材質でなければならない。
7-3-24-2	 フェアリング（シートカウル含む）、ウィンドスクリーンの取りつけボルト・ナッ

ト類は別の素材のものに変更できる。
7-3-24-3	 ボルト、ナット類はセーフティワイヤーを付けるために穴を開けてもよい。し

かし軽量化する改造は認められない。
7-3-24-4	 フェアリングのボルト、ナット類はクイックタイプに変更できる。
7-3-25	 オイルプレッシャースイッチ
　　　	 オイルプレッシャースイッチはワイヤーロックができるシーリングプラグに変更

することができる。
7-3-26	 バッテリー
　　	 バッテリーのサイズとタイプは変更することができる。
7-3-27	 エアクリーナー
　　	 エアフィルター・エレメントは変更、あるいは取り外すことができる。ラムダク

トのないエアクリーナーにおいては、エアクリーナー本体（カバーを含む）を
改造または、変更しない範囲で、吸気ダクトの改造および変更、取り外しが
許可される。ラムダクトのない車両へのラム圧の追加は許可されない。

7-3-28	 ポジション調整
　　　	 燃料タンクまたはタンクカバーに、ライディングポジション調整のための最小

限度の部品（パッド、樹脂類など）を追加することが認められる。その取り付
け方法は、安易に脱落しないように確実に固定しなければならない。部品に
はカーボンまたはケブラー材の使用は認められない。

7-3-29	 トランスミッション／ギヤボックス
7-3-29-1	 トランスミッション単体およびアッセンブリーは、同一メーカーの一般生産型

車両で使用実績があり、ST250、200、150 用公認車両のエンジンに追加
工なしで取り付けられ、互換性のあるものは変更、交換が認められる。

7-3-29-2	 ミッション段数の変更も認められるが最大６段までとする。
7-3-30	 クイックシフターは認められない。だだし、電気的スイッチを手動で作動させ、

チェンジに２モーション以上の動作が必要なエンジンカットシステムは許可さ
れる。

7-3-31	 エンジンオイル
7-4	 取り外すことができる部品（アフターマーケット部品との交換は不可）
7-4-1	 計器類と計器用ブラケットおよび関連ケーブル（計器用ブラケットがカウルス

テーを兼ねている場合はカウルステーと見なし、交換は可。ただしメーターは
車両公認時のものでなければならない）。

7-4-2	 ホーン
7-4-3	 ツールボックス
7-4-5	 スピードメーター
7-4-6	 ハンドル左側のスイッチホルダー
7-4-7	 ラジエターファンと配線
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7-4-8	 チェーンカバー
7-4-9	 リヤサブフレームにボルトオンされたアクセサリー
7-4-10	 〔ボルトオン〕のライセンスプレート
7-4-11	 スターターキックアーム
7-4-12	 タンク給油口内部のガソリンノズル対策プレート
7-5	 その他
7-5-2	 エレクトリックスターターは常に正常に作動しなければならない。
7-5-3	 メインフレームとエンジンナンバー
7-5-3-1	 てのモーターサイクルには、メインフレームに車両認識番号（シャーシナンバー）

が刻印または表示されていなくてはならない（スペアフレームの場合は刻印な
しの状態で販売証明の提示または、交換前の刻印のあるフレームを車検にて
提示しなければならない）。交換したメインフレームには、主催者が指示した
新たな刻印の打ち込み等による識別の管理方法に従わなければならない。

7-5-3-2	 全てのモーターサイクルには、クランクケースにエンジン認識番号（エンジン
ナンバー）が刻印または表示されていなくてはならない。クランクケース交換
の場合は刻印なしの状態で販売証明の提示または、交換前の刻印のあるクラ
ンクケースを車検にて提示しなければならない。

	 交換したクランクケースは、主催者が指示した新たなエンジンナンバーの刻印
の打ち込みまたはペイントによる管理方法に従わなければならない。

7-5-4	 スイングアームの側面にカバーを取り付け広告スペースとして活用することが
許可される。材質は樹脂製（FRP または PP で、厚さ１㎜～２㎜）に限定され、
取り付け目的のボルト穴加工は認められる。追加のボルト穴加工の場合は６㎜
に限定される（既存のボルト穴使用の場合は、サイズは規定されない）。

7-5-5	 追加の装備
7-5-5-1	 自動ラップ計時デバイスを追加することができる。ただし、公式計時方式、お

よび装備を妨げてはならない。
7-5-5-2	 データロガー（データ収集器、コンピューター記録装置など）の使用が認めら

れる。
7-5-5-3	 テレメトリー（無線による情報伝達）

・	 動いているモーターサイクルへ情報を伝える、または動いているモーターサ
イクルから情報を得ることは禁止される。

・	 マシンには公式シグナリングデバイスの搭載が義務づけられる場合がある。
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パドック案内図
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未成年者の方は、事前に申込書に親権者の署名と実印の捺印をして
ください。また、入会講習日当日に親権者の実印の印鑑証明書をご
持参ください。

MFJ 国内ライセンス　取得方法
（ツインリンクもてぎの場合）

＜ツインリンクもてぎサーキットライセンスを取得する＞

●料金
＊年度途中に入会の場合、年会費のみ入会月により割引がございます。

スポーツ走行料金　3,150円／30分（税込）

講習会日程をご確認のうえご予約ください。
Tel:0285-64-0200

インターネット http://www.twinring.jp/motorsports

初回登録料金 年会費（12月～3月入会） 共済会費 計（税込）

1 受講予約

2 入会受付

予約受付番号：0285-64-0200
インターネット http://

www.twinring.jp/motorsports
講習日をご確認の上、ご予約ください。

●受付場所…コントロールタワー1階受付
●入会申込書に必要事項をご記入の上、ご提出ください。
●持参物
1）運転免許証
2）写真3枚（3cmＸ2.5cm）
3）銀行口座番号とその登録印鑑
4）血液型の確認（RH＋－の確認まで）
5）初回登録料金・年会費・共済会費
6）MFJライセンス（取得している方のみ）
7）学生の方は学生証のコピー

9:30～10:15

15,000円14,000円 10,000円 39,000円

4 ライセンス
スクール

●持参物
1）ご自分のオートバイ（ナンバー付きでも可・125cc以上）
2）ヘルメット・グローブ・革ツナギ・ブーツなど一式
3）健康保険証
●ライセンススクール
ツインリンクもてぎの専任インストラクターが、実技指導を行います。
※MFJフレッシュマンライセンス以上所所持者はライセンススクール（実技走行）が免除となります。

約180分

5 ライセンス
取　得

●講習会を終了し、ライセンススクールに合格され入会申請書類に不備の
ない方には、TRMC-Sライセンスを発行します。

3 講習会
●講義
・ロードコースの施設の説明
・スポーツ走行の説明
・走行マナー、ルールの説明
・スポーツ走行予約の説明

約90分
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8 MFJ
に申請

●現金書留または、郵便振替でMFJに送る（個人でMFJに発送して下さい）
●提出に必要なもの
1）申請書
2）申請料金（9,500円）
3）3時間走行証明書
4）払込票兼受領証のコピー（郵便振替の場合）
●送付先
財団法人 日本モーターサイクルスポーツ協会（MFJ）
〒104-0045
東京都中央区築地3丁目11番6号　築地スクエアビル10階
TEL 03-5565-0900
FAX   03-5565-0907

9 MFJライ
センス取得

●MFJ国内ライセンス取得
・後日（約2週間）郵送にて送られてくる

6 スポーツ
走　行

●走行予約をする
●スポーツ走行1回 30分を、6回走行（3時間）

＜サーキット走行をする＞

7 3時間
証明発行

●コンピュータで管理された走行時間により証明証を発行

なお、ツインリンクもてぎでは、MFJ ロードレース国内ライセンスを一日で取得可能な「1day GET 
MFJ ライセンス」プログラムを開催しております。詳しくは、ツインリンクもてぎホームページでご確認
ください。
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